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伊万里保健福祉事務所の組織・機構
（R8.4.1現在）

予算、決算、庶務一般、災害救助援助物資、施設整備

医務、薬務、衛生統計、調査研究、健康危機管理

医療安全支援センター　等
（係長）事務１　　

　事務3　保健師１

（課長）事務

医師 医師 地域福祉担当 生活保護、地域福祉推進　等
（係長）事務1　

　事務2　　会計年度任用職員（事）4

こども家庭担当 母子保健、療育相談
（係長）保健師１ 小児慢性特定疾病、児童虐待防止、
　事務１  　保健師１ 母子・寡婦関係、児童福祉関係

（課長）事務 　会計年度任用職員（事）1

精神保健福祉担当 精神保健福祉、難病対策
　事務１　保健師2　 原爆被爆者援護、障害者自立支援医療
　臨時的任用職員（看）1　 放射線業務　等

事務 事務 健康推進担当 感染症予防、結核対策、エイズ対策
（係長）保健師１ 健康プラン推進、食育推進、たばこ対策
　管理栄養士2　 肝疾患対策、試験検査　等

（課長）保健師 　臨床検査技師1　　

　保健師1（精神保健福祉担当と兼務）

旅館、興行場、公衆浴場、理容・美容・クリーニング所

食品衛生（製造・販売）、特定建築物、上水道対策

狂犬病予防、動物愛護管理　等
　獣医師1　薬剤師 ２　会計年度任用職員（事）１

（課長）獣医師

大気・水質等環境保全対策、生活排水対策

浄化槽対策　等

化学１　事務１  会計年度任用職員（事）１

（課長）獣医師 

職員（職種、人数）　( 会計年度任用職員・臨時的任用職員等含む ) 
医師2、保健師7、看護師１、管理栄養士2、薬剤師2、獣医師3、臨床検査技師１、
化学１、事務職員等20 　　　　合計　39　人
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●管内の状況

令和7年10月1日現在

男 女 0～14 15～64 65～

県　計 2,440.68 781,351 371,534 409,817 97,135 421,603 249,052 31.9% 320.1 324,900

管 内 計 321.09 67,359 32,507 34,852 8,340 34,895 23,807 35.3% 209.8 27,456

伊万里市 255.24 49,620 24,259 25,361 6,218 26,000 17,104 34.5% 194.4 20,404

有田町 65.85 17,739 8,248 9,491 2,122 8,895 6,703 37.8% 269.4 7,052

資料　県統計分析課　推計人口（人口主要指標）

注） １．総数・男・女には年齢不詳を含む。

      ２． 面積は、国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調(令和4年10月1日現在)」による。

世帯数
（世帯）

１ 管内の人口・面積・世帯の状況
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２　衛 生 統 計

(1)伊万里保健福祉事務所管内市町人口の年次推移

年 次

西　暦

県

管  内

伊万里市

 有田町

資料　県統計分析課推計人口（各年10月1日現在）

＊ は国勢調査結果による。 
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☆ … 妊娠22週以後の死産数　★ … 早期新生児死亡数(生後1週未満の死亡）　
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平成21年 77,832 736 9.5 61 8.3 926 11.9 2 2.7 2 2.7 21 27.7 8 13 2 2.7 1 1 391 5.0 148 1.90

平成26年 75,554 670 8.9 71 10.6 968 12.8 0 0.0 0 0.0 18 26.2 13 5 4 5.9 4 0 354 4.7 121 1.60

令和元年 72,012 520 7.2 47 9.0 962 13.4 0 0.0 0 0.0 13 24.4 10 3 2 3.8 2 0 273 3.8 117 1.62

令和6年 67,169 392 5.8 39 9.9 1,093 16.3 1 2.6 1 2.6 7 17.5 5 2 1 2.6 0 1 205 3.1 99 1.47

（２）、（３）～ 資料　県医務課　保健統計年報（人口動態統計編）　 ☆…妊娠22週以後の死産数 ★…早期新生児死亡数（生後１週未満の死亡）

＊母子保健関係統計の詳細は、資料編参照

(2)伊万里保健福祉事務所管内市町別人口動態
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(3)伊万里保健福祉事務所管内人口動態の推移
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佐 賀 県 768,758 4,824 6.3 429 8.9 11,381 14.8 13 2.7 4 0.8 85 17.3 43 42 16 3.3 12 4 2,609 3.4 1,159 1.51

管 内 67,169 392 5.8 39 9.9 1,093 16.3 1 2.6 1 2.6 7 17.5 5 2 1 2.6 0 1 205 3.1 99 1.47

伊万里市 49,358 309 6.3 28 9.1 777 15.7 1 3.2 1 3.2 6 19.0 4 2 1 3.2 0 1 160 3.2 78 1.58

有 田 町 17,811 83 4.7 11 13.3 316 17.7 0 0.0 0 0.0 1 11.9 1 0 0 0.0 0 0 45 2.5 21 1.18

※率；小数点第2が1以上の場合は、小数点第１＋１
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令和6年　（単位：人）

資料　県医務課　保健統計年報（人口動態統計編）

注）１　大腸とは結腸と直腸S状結腸移行部及び直腸を示す。

注）２　肝臓とは肝と肝内胆管、胆のう及びその他の胆道を示す。

   ②伊万里保健福祉事務所管内 主な死因の死亡率（人口10万対）
令和6年

 *主な死因の標準化死亡比（SＭＲ）については、「資料編」参照

（4）①伊万里保健福祉事務所管内 主な死因の死亡数

総数 食道 胃 大腸 肝臓 膵 肺 乳房 子宮 白血病

全 国 1,605,378 384,111 10,638 37,867 54,416 39,697 41,235 75,569 16,005 7,116 9,972 11,799 226,388 102,821 80,176 1,462 14,959 206,887 45,743 19,608

佐 賀 県 11,381 2,655 51 245 383 359 257 497 115 47 68 87 1,439 649 773 5 107 1,354 282 94

管 内 1,093 244 5 20 35 30 23 49 4 1 10 3 163 62 88 1 6 128 40 10

伊万里市 777 166 2 14 27 20 15 30 4 0 6 2 125 44 63 0 3 103 27 8

有 田 町 316 78 3 6 8 10 8 19 0 1 4 1 38 18 25 1 3 25 13 2

不慮の
事故

老衰
心疾患

(高血圧

性除く)
自殺

高血圧

性疾患
結核 糖尿病総　数

悪　　性　　新　　生　　物
脳血管
疾患

肺炎

総数 食道 胃 大腸 肝臓 膵 肺 乳房 子宮 白血病

全 国 1,334.5 319.3 8.8 31.5 45.2 33.0 34.3 62.8 13.3 11.5 8.3 9.8 188.2 85.5 66.6 1.2 12.4 172.0 38.0 16.3

佐 賀 県 1,464.7 341.7 6.6 31.5 49.3 46.7 33.1 64.0 14.8 11.5 8.8 11.2 185.2 83.5 99.5 0.6 13.8 174.3 36.3 12.1

管 内 1,627.2 363.3 7.4 29.8 52.1 44.7 34.2 73.0 6.0 2.9 14.9 4.5 242.7 92.3 131.0 1.5 8.9 190.6 59.6 14.9

伊万里市 1,574.2 336.3 4.1 28.4 54.7 40.5 30.4 60.8 8.1 0.0 12.2 4.1 253.3 89.1 127.6 0.0 6.1 208.7 54.7 16.2

有 田 町 1,774.2 437.9 16.8 33.7 44.9 56.1 44.9 106.7 0.0 10.5 22.5 5.6 213.4 101.1 140.4 5.6 16.8 140.4 73.0 11.2

結核 糖尿病 老衰
脳血管
疾患

肺炎総　数 自殺
高血圧

性疾患

不慮の
事故
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（５）合計特殊出生率　　

令和５年 令和６年

全 国 1.20 1.15

佐 賀 県 1.46 1.41

管 内 1.62 1.56

伊 万 里 市 1.79 1.65

有 田 町 1.16 1.28

（６）母の年齢（５歳階級）別出生数

15歳未満 計

全 国 27 686,161 

佐 賀 県 0 4,824 

管 内 0 392 

伊 万 里 市 0 309 

有 田 町 0 83 

令和元年

1.3

令和２年 令和３年

1.36 1.33

平成２７年 平成２８年 平成２９年 平成３０年

4.00 1.44 1.43 1.42 

1.64 1.64 1.531.64 1.61 1.56

＊合計特殊出生率は「15～49歳までの女性の年齢別出生率を合計したもの」で、次の２つの種類があり、一人の女性がその年齢別出
生率で一生の間に生むとしたときの子どもの数に相当する。〈 Ａ  「期間」合計特殊出生率, 　B　「コーホート」合計特殊出生率 〉
＊ Ａ  「期間」合計特殊出生率～ ある期間（１年間）の出生状況に着目したもので、その年における各年齢（15～49歳）の女性の出生率
を合計したもの 。女性人口の年齢構成の違いを除いた「その年の出生率」であり、年次比較、国際比較、地域比較に用いられている。
〈厚生労働省H.P「人口動態統計」より〉

125 

50歳以上

1.77 1.83

1.63 1.66 1.29 1.56 1.6 1.34 1.27

1.99 2.02 1.91 

令和6年

15～19歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳

1,609 42,757 177,838 253,444 162,659 43,471 

21 

274 

27 

4,231 

49 95 121 97 

31 502 1,335 1,588 1,090 

3 

9 18 32 17 

80 

1.64 1.63 

0 

0 

0 

1 

0 

0 

0 

3 

6 

2 40 77 89 

1 

資料　全国値、県値～県医務課　保健統計年報（人口動態統計編）
　　　　管内・伊万里市・有田町値～伊万里保健福祉事務所算出　さが統計情報館　令和５年度　統計表　第３表

1.68

1.26

令和４年

1.65

2.04

1.74 1.66

1.86 1.8

1.97 1.89 1.91 1.63 1.66 
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３　医務・薬務

（１）　施設数・人口10万対施設数
令和6年10月1日現在

全 国 8,060 1,057 7,003 3,338 105,207 5,415 431 99,792 66,378 20 6.5 85.0 53.6

佐 賀 県 95 13 82 49 688 123 25 565 389 - 12.1 87.3 49.4

管 内 9 2 7 6 56 11 3 45 29 - 13.2 81.9 42.4

伊 万 里 市 8 2 6 6 39 11 3 28 24 - 15.9 77.5 47.7

有 田 町 1 - 1 - 17 0 - 17 5 - 5.5 94.3 27.7

資料　「R6年医療施設調査・病院報告」

（２） 市町別医療機関病床数

全 国 1,469,845 1,187.3 316,147 1,941 3,508 268,521 879,728 72,451 58.5 4,088 61 0.0 1,542,357 1,245.8

佐 賀 県 14,004 1,777.2 3,989 24 20 3,650 6,321 1,784 226.4 217 0 0.0 15,788 2,004

管 内 1,126 1,647.5 324 4 0 386 412 137 200.5 31 0 0.0 1,263 1,848

伊 万 里 市 920 1,828.7 324 0 0 398 198 137 272.3 31 0 0.0 1,057 2,101

有 田 町 206 1,123.6 0 4 0 0 202 0 0.0 0 0 0.0 206 1,142

資料　「R6年医療施設調査・病院報告」

市町

人
口
　
万
人
当
た
り

病
床
数

療

養

病

床

一

般

病

床

人
口
　
万
人
当
た
り

病
床
数

市
　
町
　
名

病

床

総

数

精

神

病

床

感

染

症

病

床

結

核

病

床

　※ 全国及び佐賀県の病院・診療所病床総数には、歯科診療所病床が含まれるため、病院病床総数・一般診療所病床数の合計に一致しない。

病　　院　　病　　床
一般診療所
病         床

病

床

総

数

一般
病院

人
口
　
万
人
当
た
り

病
床
数

病

床

総

数

病

床

総

数

病院

療養病
床等を
有する
病院

（再掲）

療養病
床を有
する診
療所

（再掲）

無床

歯科診療所
病         床

う

ち

療

養

病

床

人
口
　
万
人
当
た
り

病
床
数

有床
（再掲）

一般診療所 人口10万人対施設数

　　　　　令和6年10月1日現在（単位：床）

  注）平成13年3月の「医療法等の一部を改正する法律」の施行により、「その他の病床」（療養型病床群を含む）は「療養病床」及び「一般病床」に区分  され、経過措置期間満了後の
平成15年9月から病床の種別は「精神病床」、「感染症病床」、「結核病床」、「療養病床」及び「一般病床」に改められた。

歯科診療所

病院･診療所
病          床

総数 病院総数 有床
一般
診療
所

歯科
診療
所

総数
精神
科病
院

10

※

※

1010 10
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（３）基準病床数と既存病床数の比較

病床種別

一般病床 療養病床 計

400 398 798 

精神病床

感染症病床

結核病床

資料　「第8次佐賀県保健医療計画（令和6年4月）」

※　既存病床数は令和6年10月1日現在「令和6年度医療施設（動向）調査」

（４）薬局及び医薬品販売業者数

店　舗
販売業

薬種商
販売業

特　例
販売業

卸　売
販売業

佐 賀 県 513   197   1   2   86   799   537   

管 内 36   14   0   0   3   53   35   

伊 万 里 市 26   10   0   0   3   39   23   

有 田 町 10   4   0   0   0   14   12   

（５）市町別献血者数

市 町 名 人　口
200ml

献血者数
400ml

献血者数
成　分

献血者数
合　計 献血率(％)

佐 賀 県 781,351 303 20,041 11,208 31,552 4.0% 

管 内 67,359 16 1,424 778 2,218 3.3% 

伊 万 里 市 49,620 13 1,041 477 1,531 3.1% 

有 田 町 17,739 3 383 301 687 3.9% 

資料提供：佐賀県赤十字血液センター

人口：県統計分析課推計人口（令和6年10月1日現在）

西部保健医療圏

（令和6年3月31日現在）

療養病床及び
一般病床

県全域

県全域

市 町 名

20 

薬　局

（令和6年10月31日現在）

既存病床数

（管内　324 ）

（管内     4 ）

令和7年度(単位：人）

基準病床数

719 

3,388 

24 

医薬品販売業

（管内     0 ）

計
高度管理医
療機器販売
業・貸与業

県全域

資料提供：薬務課

区域
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（６） 医療従事者数
（人）

医師
歯科
医師

薬剤師 保健師 助産師 看護師 准看護師

2,452 597 2,017 595 239 11,793 3,573

122 37 109 49 9 755 351

90 30 82 37 9 523 291

32 7 27 12 0 232 60

資料　※「医師・歯科医師・薬剤師調査」：令和6年12月31日現在　　　※隔年調査

資料　保健師・助産師・看護師「衛生行政報告例」：令和6年12月31日現在

（７） 医療機関立入検査関係

〇調査施設数　（令和７年度）

　
○主な指摘事項　

＊医療安全管理関係 4 件 ＊放射線管理関係 13 件

＊院内感染対策関係 1 件 ＊環境衛生関係 1 件

○主な指導事項　 　

＊医療安全管理関係 15 件 ＊環境衛生関係 2 件

＊院内感染対策関係 2 件 ＊栄養管理関係 1 件

＊放射線管理関係 6 件

（８） 医療従事者各種免許事務

令和7年度（単位：件）

区分 医師
歯科
医師

保健師 助産師 看護師
理学

療法士
視能

訓練士
作業

療法士

診療
放射線
技師

臨床
検査
技師

衛生
検査
技師

薬剤師
准看
護師

合計

新規 1 0 0 0 31 3 1 2 1 0 0 2 17 58 

書換え 1 1 3 0 27 1 0 1 0 1 0 0 4 39 

再交付 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 3 5 

抹消 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 

合計 3 1 3 0 58 5 1 4 1 1 0 2 25 104 

診　療　所 計

9 15 24

病　院

区分

佐賀県

管内

伊万里市

有田町
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（９） 医療安全支援センター事業

（＊１） 県センター（県医療安全支援センター） 1か所  ・・・県健康福祉本部医務課内

  地区センター（地区医療安全支援センター） 5か所  ・・・各保健福祉事務所内

①伊万里保健福祉事務所　相談実績　(1月～12月)

年度

令和２年

令和３年

令和４年

令和5年

令和６年

令和7年

当事務所分

（再掲）

219 （4）

87 (8)

16

27

20

27

15

154

565 （12）

（１0） 地域医療構想調整会議西部構想区域分科会

開催日 出席者数

令和7年7月14日
分科会構成員13名、

オブザーバー7名

令和8年1月 書面開催

7件

５件

３件

   医療機関に関する患者・家族等の苦情や相談に対応し、医療機関への情報提供、指導等を実施する体制の整
備により医療の安全と信頼を高めるとともに、医療機関に患者・家族等の相談等の情報を提供することを通じて、
医療機関における患者サービスの向上を図ることを目的として、中立的な立場から、患者･家族等と医療機関の信
頼関係構築を支援すること等を基本指針として、平成15年9月8日に相談窓口（＊１）を開設している。

受付件数（延）

１６件

その他

内容

　都道府県は、地域の医療需要の将来推計や報告された情報等を活用して、構想区域ごとの各医療機能の将来
の必要量を含め、その地域にふさわしいバランスのとれた医療機能の分化と連携を適切に推進するための地域医
療のビジョン（地域医療構想）を策定することとされた。　そのため、医療計画において定める将来の病床数の必要
量を達成するための方策その他の地域医療構想の達成を推進するために必要な事項について協議することを目
的として、佐賀県地域医療構想調整会議が設置された。それに伴い、構想区域（二次医療圏）ごとの分科会とし
て、西部医療圏（伊万里市、有田町）では「西部構想区域分科会」を設置した。

（報告）紹介受診重点医療機関の選定、新たな地域医療構想の方向
性、かかりつけ医機能報告制度

医療行為・医療内容に関すること

②佐賀県 相談内容及び件数　　(令和7年1月～12月)

医療機関の紹介に関すること

診療報酬に関すること

件  数

医療情報の取扱いに関すること

医療知識等に関すること

11件

（協議）病棟機能再編支援事業費給付金の活用（前田病院）
（報告）地域包括医療病棟の病床機能の取扱い、令和６年度病床機能
報告の結果、令和６年度外来機能報告の結果、病床数適正化支援事業
の経過報告　　等

※地域医療構想：病床の機能区分（高度急性期、急性期、回復期、慢性期）ごとに医療需要と必要病床数を推計
し、将来の医療提供対背の構築に向けた施策の方向性を示すもの。

区　　分

職員の対応に関すること

施設等に関すること

合　　計

12件
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（１１） 西部地域医療協議会

③地域における保健・医療・福祉の連携強化に関する事項

④在宅医療の推進に関する事項

⑤その他、設置目的を達成するために必要な事項

(１２)　薬物乱用防止関係

　　　

　１）不正栽培けしの指導

　　　　４～６月の不正大麻・ケシ撲滅運動期間を中心に、管内を巡回し、生育場所をみつけて抜去及び

　　　栽培者への指導を行った。

　　　　ほとんどが自生あるいは鑑賞用として栽培しているため、リーフレット等の配布により不正栽培防止

　　　の啓発が重要である。

令和７年度

違反件数 セティゲルム種 ソムニフェルム種 合計

伊万里市 4 64 0 64 

有 田 町 0 0 0 0 

合 計 4 64 0 64 

　２）「ダメ。ゼッタイ。」普及運動　

　 ①地区打合せ会

年度 期　日

（協力団体）　

②「ヤング街頭キャンペーン」の内容

年　度 参加人数 内容

令和７年度
７月８日（火）

１７：００～１７：３０
伊万里駅周辺

現在、薬物の乱用が深刻な社会問題になっている。　特に今日では、インターネット上の取引により、薬物を
簡単に入手できるようになっているとともに、合法ハーブ等と称して販売される薬物（いわゆる危険ドラッグ）、
MDMAといった錠剤型の麻薬や大麻の乱用が、若い人たちを中心に拡大している。

令和７年度
6月１２日

（木）

伊万里総合庁舎別館大会議室にて、８の協力団体代表者などの参加により、令和７
年度の普及運動実施計画、ヤング街頭キャンペーンの実施等について打合せを行っ
た。

薬剤師会、保護司会、少年補導員連絡協議会、ライオンズクラブ、ロータリークラブ、
高等学校、警察署、門司税関

５１人

通行人にリーフレット及びポケット
ティッシュを配布しながら、薬物乱
用は「ダメ。ゼッタイ。」であることを
呼びかけた。

内　容

期　日 場　　　所

　　１）設置目的

２）協議事項

①佐賀県保健医療計画の策定及び効率的な推進に関する事項

②疾病・分野ごとの医療連携体制の構築及び地域連携クリティカルパスに関する事項

医療制度改革を踏まえ、佐賀県保健医療計画の策定・推進、地域における保健・医療サービスの課題の抽
出及び地域医療連携体制の構築に関する協議を行うため、二次医療圏単位に各地域医療協議会を設置。
西部医療圏（伊万里市、有田町）では、「西部地域医療協議会」を設置。
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４ 健康危機管理対策

○ 伊万里有田地区健康危機管理対策委員会

委　員

左記機関代表者
各1名

※保健福祉事務所のみ2
名

計12名

〇研修参加・開催など

場　　所

（２）原子力防災訓練

場　　所

環境保全課2名 佐賀県環境センター

（３）大規模災害時の保健医療活動にかかる体制整備
場　所

令和7年10月7日

健康推進課1名
杵藤クリーンセンター跡地

（武雄市）
避難退域時検査訓練

緊急時モニタリング訓練

2025/6/11、6/13
所内研修

伊万里保健福祉事務所内 災害初動対応訓練（アクションカード実動訓練）

開催日 　備　考

　健康危機管理とは、医薬品・食中毒・感染症・飲料水など何らかの理由で国民の生命・健康の安全を脅かす事態が
生じた場合に、健康被害の発生予防・拡大防止等に関する対策である。また、自然災害・事故等などで不特定多数の
国民に健康被害が発生・拡大する可能性がある場合に公衆衛生を確保するための対策である。

　管内では、健康危機管理に関係する機関連携を強化し、協力し対応する体制確立を目的とし、平成20年10月に「伊
万里有田地区健康危機管理対策委員会」を設置。本委員会の円滑な運営を図るため、委員会規約第７条に基づき、
各機関の担当者で構成する「伊万里有田地区健康危機管理対策幹事会」を設置している。なお、令和元年12月に中
国で発生した新型コロナウィルスに関して、国内でもまん延が確認されており、令和２・３年度は対策会議や地域協議
会を開催した。

構 成 員 幹　事

伊万里・有田地区医師会
伊万里・有田地区歯科医師会
伊万里有田地区薬剤師会
伊万里有田共立病院
伊万里警察署
伊万里・有田消防本部
伊万里海上保安署
福岡検疫所佐世保出張所
伊万里市、有田町、伊万里保健福祉
事務所

左記機関の担当者より
各2名

計22名

・伊万里有田地区健康危機管理対策委員会（幹事会） 構成員

参加日・参加者 内　　容　

2024年3月には新型コロナウイルス感染症の経験を踏まえ、健康危機対処計画（感染症編）を策定。所内の防護服着
脱訓練や患者搬送車両運用訓練を実施。また、災害対応の人材育成を目的にＤＨＥＡＴ養成研修受講に2016年から
ほぼ毎年参加している（R2・３年度は開催なし）。さらに所内職員を対象に研修を実施した。

参加日、参加者 内　容

（１）健康危機管理研修（衛生薬業センター）

2026/2/27
副所長、衛生対策課１名

佐賀中部保健福祉事務所
・食中毒・異物の分析事例・急性呼吸器感染症の検
査・SFTS及び百日咳の流行状況
・サーベイランスの重要性　等
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 ５ 地域福祉

（１）生活保護

①佐賀県の生活保護の推移

実数 県指数 実数 県指数

令和3年度平均 6,395 100 7,526 100
令和4年度平均 6,293 98 7,375 98
令和5年度平均 6,242 98 7,298 97
令和6年度平均 6,199 97 7,233 96
令和7年度平均 6,148 96 7,098 94

　※数字は生活保護速報(令和８年３月分)【指数：令和３年度＝１００】

②生活保護法による被保護世帯及び人員数 令和8年3月分

世 帯 世 帯 世帯 人員 当月
停止
含

前年
同月

佐  賀  県 325,571 6,106 58 65 9.07 9.16 9.22

有　田　町 7,065 86 1 1 6.02 6.08 6.34

　※数字は生活保護速報(令和８年３月分)

（２）パーキング・パーミット制度

伊万里保健福祉事務所におけるパーキング･パーミット交付状況

有効期間

種　　　別 身体障害者 難病患者

令和3年度 62 16 91 

令和4年度 37 13 65 

令和5年度 20 10 44 

令和6年度 31 14 60 

令和7年度 17 8 44 

（３）ヘルプマーク交付

伊万里保健福祉事務所におけるヘルプマーク交付件数

年度

令和5年度

令和6年度

令和7年度

9.35 16.2     

9.19

被 保 護

1 

妊産婦

9.19 -

9.22 16.2     

8 

 11件

　外見からわかりづらいが援助や配慮を必要としている方へ「ヘルプマーク・ヘルプカード」を交付することによ
り、災害時や日常生活の中で困ったときに周囲の方に配慮を必要としていることを知らせ、援助を得やすくする
制度（平成30年7月～）。

9件

管内

3 2 0 14 

 19件

3 1 2 9 

4 1 

3 2 1 9 

7 4 1 1 

停 止 保 護 率(‰)

人 口 人員

　生活保護は、現に生活に困っている国民に、その困っている程度に応じ必要な保護を行い、最低限
度の生活を保障するとともに、その自立の助長を図ることを目的としている。

区　　分
保 護 率(‰)

本県 全国

16.2     

市　町　名
県内の世帯及び人口

9.09 -

被保護世帯数 被保護人員

776,612 7,046

17,596 106

5　 年

　「歩行困難な方」に、県社会福祉課および県内保健福祉事務所、市町で県内共通のパーキング・パーミット
（身障者用駐車場利用証）を交付し、利用証を車に掲示しておくことで、県と協定を結んだ県内の施設やショッ
ピングセンターなどの身障者用駐車場を利用できる制度（平成18年7月～）。
　令和６年４月１日現在、県内の協力施設は1,912施設である。

管内計
高齢者 知的障害者 けが人等

1年未満

13



６ 母子保健福祉

      

令和7年度

（２）保健指導

令和7年度

（３） すこやか発達相談指導事業

〇療育発達相談

　 

令和7年度

※事後措置は複数計上

在宅長期
療養児童
（小慢）

延人員 0

産婦 計

90

幼児 その他

78

妊婦

10 35 35

次回
相談

24 10 216 10

その他
（看護師・
栄養士）

医師

開設回
数 保健

師

理学
療法
士

市町の相談、健診で要経過観察の児等、発達にフォローが必要な乳幼児の発達のフォ
ローや保護者の不安の軽減のため、専門医師の診察とともに療育指導を行った。

39 8

事後措置
相談延
人員

家庭訪問
ケース
ワーク

その他
受診
勧奨

発達訓練

0 7

来所保健指導延人員

8

（１） 訪問指導

0

3

児童虐待

電話相談延人員

性と健康 障害児

乳児

5

3

14

0

 特に指導を必要とする妊産婦、乳幼児、長期療養児童（小児慢性特定疾病児/等）等に対し、
訪問指導を実施した。

障害児や長期療養児童（小児慢性特定疾病児）、女性の健康等に関する保健指導を実施した。
また、育児や療養・健康上の不安軽減をはかるため、随時の電話相談に保健師が対応した。

45

女性の
健康
相談

計

203

216

150

144

従事者

その他

5

10 0 02
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（４）　公費負担医療給付状況

受給者証所持者数（疾患区分別）

染色体又
は遺伝子
に変化を
伴う症候

群

皮膚
疾患
群

脈管
系疾
患

骨系
統疾
患

4  0  1  1  

3  0  1  1  

4  0  2  2  

 ②不妊治療費助成

（５）　母子保健推進員研修会

 　管内の母子推進員を対象に、資質の向上を図るために開催する研修会

（６）　ハイリスク児に関する事例検討会

令和7年度 15回

・ケース支援会議
・就園・就学支援会議
・災害時対応についての会議
・市町との連絡会

　　　　　　　　　　　　　等

学校関係者、児童クラブ関係者、
市町保健師、市学校教育課、
保育施設関係者、当所保健師

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等

R7年11月17日（月）

講演「ヤングケアラーとは
　　　　～母子保健推進員としてできること～」
講師：佐賀県男女参画・こども局　こども家庭課
　　　　ヤングケアラー支援推進コーディネーター
　　　　川原　由加里　氏

伊万里支部推進員　       　25名
伊万里市　　　　            1名
有田町　　                  1名
伊万里保健福祉事務所　　    2名

 ハイリスク乳幼児や在宅の長期療養児童等については、保護者の不安も大きく、きめ細やかな養育支援が必要とされる。保健医
療福祉関係者が連携し、継続的な育児支援を行うための連絡会を開催した。

年度 開催回数 内　　　　　容 参加者

R7年6月25日（水）

講演「家読からまつどくへ
　　　　　～絵本とともに25年～」
講師：おはなしどんぐり
　　　　﨑田　洋一郎　氏
　　　　羽柴　よしえ　氏
　　　　岩野　聡子　氏

伊万里支部推進員　　　　 　　　　26名
伊万里市　　　　　　　　　 　　　 2名
有田町　　　　　　　　　　 　　　 1名
伊万里保健福祉事務所　　　 　　　 2名
佐賀県医療センター好生館看護学院
看護学科学生　 　　　　　　　　　 6名

開　催　期　日 内　　　　　容 参加者

令和6年度　 19 4 33 2

令和7年度　 33 5

令和4年度から不妊治療に公的医療保険制度が適用されることとなったが、治療による負担は依然として大きいものと考え
る。そのため、希望する治療がより受けやすくなるよう、保険診療費の自己負担の一部を助成することにより、経済的負担の
軽減を図ることを目的とする。（平成31年度から不育症治療の助成開始。令和5年度から保険診療による不妊治療と合わせ
て行った先進医療の助成開始。）不妊治療（人工授精・生殖補助医療）支援事業は令和６年度をもって終了。

助成件数

年度 人工授精 生殖補助医療 先進医療 不育症治療

5  11  3  1  12  10  

11  100  

令和７年度　計 8  4  4  19  15  100  

97  

令和６年度　計 8  5  4  18  17  5  11  0  

4  9  0  2  13  13  令和5年度　計 10  4  4  18  14  

0  16  

糖尿
病

先天性
代   謝
異   常

血友病等
血液疾患

神経・
筋疾患

慢   性
消化器
疾   患

合計

 ①小児慢性特定疾病医療費支援に係る医療費助成

小児慢性特定疾患医療は、児童福祉法第19条の3の3に基づき18歳未満(継続の場合20歳到達まで)の疾患児童に対して
行う医療支援。

令和8年3月31日時点

悪   性
新生物

慢   性
腎疾患

慢 　性
呼吸器
疾 　患

慢   性
心疾患

内分
泌
疾
患

膠原
病

疾患区分別

市町

疾患区分別

市町
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（７）　子育て支援地域サポート検討会

（８） 不妊の悩み支援事業

不妊で悩む夫婦などが、気軽に相談する事のできる体制を確立し、専門的な相談や情報提供

を行い、不妊で悩む夫婦が各々の健康状態等に合った治療の選択が出来るように支援した。

相談方法及び相談人員

（９） 小児慢性特定疾病児童等自立支援事業

（１0）性と健康に関する支援事業

②研修会

63   75   108   

計

実人員 延人員 実人員 延人員

参 加 者 数内　　容

1もやもや病を抱える家族の交流会

疾病により長期にわたり療養を必要とする児童の日常生活における健康の保持増進及び福祉の向上を
図るため、研修会及び交流会を開催した。

R7.12.7

開催期日

ライフステージに応じた性や健康に関して、性別にかかわらず、健康支援を行った。
また、自分の健康状態に応じた自己管理ができること、将来のライフプランにおける
選択肢を増やすことを目指し、地域の関係機関の連携のもと、研修会を開催した。

開催期日

R8.2.16（月）

・プレコンセプションケアについて紹介
・講演「生と性と死を考える
　～SRHR（性と生殖の健康と権利）を
　　　　　　　　　　　　　　どう伝えるか～」
　講師：浄土真宗本願寺派　浄誓寺
　　　　　古川　潤哉　氏

参加人数

実人員

3

23

内容

1414 1

延人員

①性と健康の相談

年度

令和7年度

電話 面接

13 17

令和3年度 73   

令和5年度 22   34   

母子の健康水準を向上させるための国民運動計画「健やか親子21（第2次）」の推進及び「子育てし大県さ
が」プロジェクトの一環として、保健福祉事務所、管内市町をはじめ、関係支援機関等における支援者の資
質向上と連携推進を目的として開催した。

実　人　員

計

実　人　員 延　人　員

面　　　　　　接

参加者

延　人　員

令和7年度

内容年度 開催回数

年度

７回

電　　　　話

①伊万里市母子連絡会（２回）
②有田町母子連絡会（４回）
③子育て支援地域サポート検討会
（１回）
「医療的ケア児とその家族への支援につ
いて」

①市保健師、伊万里保健福祉事務所
　保健師
②町保健師、伊万里保健福祉事務所
　保健師
③市町保健師、伊万里保健福祉事務所
　保健師

実　人　員

169   272   118   96   154   

延　人　員

98   145   令和4年度 47   76   51   69   

55   94   

43   73   97   186   

60   

令和6年度 54   113   

33   

令和7年度 26   45   49   
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（１１） 児童虐待防止市町村支援事業

　 児童虐待防止のためには育児不安の軽減など母子保健福祉分野の取り組みが必要である。

　 管内市町の児童虐待防止対策への支援として、要保護児童対策地域協議会及び実務者会議への

　参加や会の運営等に対する助言・指導を行った。

また家庭訪問や関係機関との連絡調整等を行った。

（１２） 母子父子寡婦福祉業務

　ひとり親世帯は経済的困窮に対する問題や育児支援上の悩みを抱えた家庭が少なくない。

児童の養育と生計の維持は容易でなく、生活困窮と生活不安は増加傾向にある。

児童の養育､進学､就職等の相談には自立支援員が中心となり関係機関と連携を取り、ひとり親世帯の

自立支援に努めた。

①ひとり親家庭への相談支援延件数

合　計

住
宅

医
療
･
健
康

家
庭
紛
争

就
労

結
婚

養
育
費

借
金

そ
の
他

養
育

教
育

非
行

就
職

そ
の
他

寡
婦
福
祉
資
金

母
子
福
祉
資
金

公
的
年
金

児
童
扶
養
手
当

生
活
保
護

税 訓
練
給
付
金

そ
の
他

売
店
設
置

た
ば
こ
販
売

母
子
世
帯
向
公
営
住
宅

母
子
福
祉
施
設
の
利
用

母
子
生
活
支
援
施
設

30 65 48 861 3 123 20 1,150

44 69 851 49 1,013

1 2 10 1 1 1 593 34 1 644

4 2 21 1 9 12 2 508 3 1 12 1 21 597

12 4 65 1 1 53 5 64 5 8 487 2 7 7 721

　そ　の　他

支　援　内　　容

相談対応件数

伊万里市 　・地域協議会及び実務者会議への参加　 　・ケース検討会への参加　/ 等

有田町
  ・地域協議会及び実務者会議への参加       ・ケース検討会への参加
  ・困難事例の訪問　/ 等

令和7年度

延３９件

生　活　一　般 　経済的支援・生活援護児　　童

R07年度

R05年度

R03年度

相談
指導事項

R04年度

R06年度
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②母子父子寡婦福祉資金貸付状況

1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

3 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 5

0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1

1 2 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 4

4 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 6

0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1

1 2 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 4

※複数年にわたる貸付については、貸付初年度にのみ計上

事
業
継
続
資
金

医
療
介
護
資
金

結
婚
資
金

生
活
資
金

転
宅
資
金

住
宅
資
金

合
計

令和5年度

事
業
開
始
資
金

　　　　　　　　資金種類

市町・年度

修
学
資
金

就
学
支
度
資
金

修
業
資
金

技
能
習
得
資
金

就
職
支
度
資
金

伊万里市

令和7年度

合計

令和7年度

令和7年度

令和5年度

令和5年度

令和6年度

令和6年度

令和6年度

有田町
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７ 精神保健福祉

（１）精神保健相談及び家庭訪問状況

相談者数及びその内訳
令和7年度

相談者数（人） 対　象　者　内　訳　（人）

実 延

老
人
精
神
保
健

社
会
復
帰

ア
ル
コ
ー
ル

薬
　
物

ギ
ャ
ン
ブ
ル

思
 

春
 

期

心
の
健
康
づ
く
り

そ
 

の
 

他

2 2 0 0 0 0 0 0 0 2 

21 65 3 2 0 0 0 1 35 24 

402 21 3 1 0 0 1 317 59 

23 95 4 18 0 0 0 0 10 63 

（２）自殺予防対策事業

　○自殺予防施策の実施
○自殺予防施策の実施

　医師による相談日を所内において定期的に開設し、本人及び家族の精神疾患や精神保健福祉相談を予約に
より実施した。また、保健師による電話相談及び面接相談も随時実施した。
  さらに保健師による家庭訪問を実施した。

区　　　分

家　庭　訪　問

精
神
相
談

医師による相談

保健師による相談

電　話・メール相　談

対　象　者 内　　　容

令和7年9月24日 訪問介護事業所等の職員6名
・自殺の現状と高齢者の自殺
・自殺を考える人の心理
・ゲートキーパーの役割について　等

②自殺対策連絡会議の開催：地域の関係者で自殺対策のネットワークを構築し、地域の自殺対策に取り組むこと

期　　日 対　象　者 内　　　容

令和7年8月25日

救急告示及び精神科医療機関、警察、
消防本部、弁護士会、医師会、薬剤師
会、労働基準監督署、学校保健会、市町
等関係者

・伊万里有田地区における自殺の現状について
・各機関の自殺対策の取り組みについて等

令和7年6月～9月
実習生（保健師学生・管理栄養士学生）
計23名

・自殺の現状について、自殺を考える人の心理
・ゲートキーパーの役割について

全国の年間自殺者数は減少傾向であるが、小中高生の年間自殺者数は増加傾向である。自殺による問題は多
様になっており、追い込まれた人に対するセイフティーネットとして、地域における自殺対策の強化を図る。

①ゲートキーパー養成講座の開催

期　　日

令和7年5月
建築業従事者
計70名

・自殺の現状について
・メンタルヘルスについて
・ゲートキーパーの役割について

令和7年8月5日 食生活改善推進員26名
・自殺の現状について、自殺を考える人の心理
・ゲートキーパーの役割について
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③自殺予防週間（9月10日～16日）、自殺対策強化月間（3月）における普及啓発活動

　展示コーナーの設置

　　・自殺予防に関するリーフレットを配置

　　・メンタルヘルスに関するリーフレットを配置

　　・自殺予防に関するパネル等の展示

　　・自殺予防啓発用ウエットティッシュ

　　　消毒用携行ジェルの配置

伊万里市民図書館、有田町立図書館にて、

「こころのとしょかん」を設置

　　・こころの健康に関する本の展示

　　・月間ポスター、のぼり旗の配置

　　・メンタルヘルス等のリーフレット類の配置

伊万里公共職業安定所にて、

　　・メンタルヘルス等のリーフレット類の配置

　　・自殺予防啓発用ウエットティッシュ等の

　　　普及啓発グッズの配置

　キャンペーン

有田町主催の「ありた春フェス」に参加し、

「こころの健康コーナー」を設置

　  ・自殺予防に関するパネル等の展示

　　・月間ポスターの配置

　　・メンタルヘルス等のリーフット類の配布

（３）自立支援医療受給者証、精神障害者手帳所持者数及び措置入院件数

１級 ２級 ３級

R4 3 632 40 414 178 1,209 

R5 3 667 37 437 193 1,280 

R６ 2 698 41 479 178 1,288 

R7 6 755 41 498 216 1,195 

備　　　　　　　考

総合庁舎玄関ホール及び保健所玄関ホー
ル、2Ｆ渡り廊下に展示

　参加人数（人）

自立支援医療

有田町健康福祉課と共同で実施

伊万里市、有田町と共同で実施

伊万里公共職業安定所と共同で実施

受給者証
所持者総数

内　　　　　　容 実　施　日

令和7年9月10日
～令和7年9月16日

令和8年3月1日
～令和8年3月31日

年　度
措 置 入 院
件　　　　数 手帳所持

者総数

精神障害者保健福祉手帳

等級別内訳

令和8年3月1日

令和8年3月1日
～令和8年3月31日

令和8年3月1日
～令和8年3月31日
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（１）難病相談、家庭訪問、患者・家族のつどい状況

年  度 回　数 人数（延） 実人員 人数（延） 実人員 延人員 回　数 人数（延）

R6 2 6 8 34 723 1,516 2 20 

R7 2 6 7 24 714 1,596 2 15 

令和7年度

事業名 場所 参加者数

難病患者在
宅療養支援
研修会

伊万里保健
福祉事務所
別館大会議
室

27名

（３）特定医療費（指定難病）支給認定等に係る業務

（申請・届出受理状況）

年  度 新規申請件数 更新申請件数
その他の申請

・届出件数
受給者数※

R6 93 671 282 694 

R7 127 666 333 729 （延べ数）

　※3月31日時点の延べ受給者数

場　所 委員数

伊万里保健
福祉事務所
別館大会議
室

14名
2025年12月10日

1　管内における難病患者の現状と課題、事業報告について(難病・小児慢性)
　
2　在宅療養支援について意見交換
　・研修会受講者へのアンケート
　・佐賀県難病診療連携コーディネーターよりレスパイト利用状況等について
　　情報提供

3　伊万里・有田地区の難病患者支援について説明

  「難病の患者に対する医療等に関する法律」に基づき、医療費助成(特定医療費（指定難病）受給者証)申請・

届出の受付及び受給者証の交付を行うとともに、保健師等による相談を行った。

　また、平成28年3月31日まで対象疾病３０６疾病から、平成29年4月1日より330疾病、平成30年4月1日より331疾

病、令和元年７月1日より333疾患、令和3年11月1日から338疾患、令和６年４月１日から341疾病、令和７年４月１

日から348疾病を助成対象としている。

（４）難病対策地域協議会

　難病患者の在宅療養支援を円滑にするために、難病患者の現状と課題及び災害時の対応の対応についての

意見を求め検討を行った。
令和7年度

開催期日 内　容

令和8年1月27日(火)
18：30～20：00

講演　「支える人を支えるために
　　　　　　　　　　　～支援者の心を守るセルフケア～」
講師　佐賀大学医学部附属病院　精神神経科
　　　　　　　　　　　　臨床心理士／公認心理士　松島　淳氏
事例提供者　医療法人光仁会　西光苑居宅介護支援事業所
　　　　　　　　　　　　介護支援専門員　吉富　敦子氏

８ 難病対策

神経系などの重症難病患者を中心に相談、家庭訪問を行った。

区  分 医療相談 家 庭 訪 問 個別相談 学習会(つどい)

（２）訪問相談員育成に関する業務

難病対策を担当する職員、医療従事者等に対し研修会等を実施し、従事者の資質向上に努めている。

開催期日 内　容
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９ 原爆被爆者対策

(1)原爆被爆者手帳交付状況

 受診者証 計  

佐 賀 県 31 508 

管 内 0 39 

伊 万 里 市 0 30 

有 田 町 0 9 

(2)被爆者健康診断実施状況 令和7年度

(3)被爆者がん検診実施状況 令和7年度

受診者数 受診率(%)

胃 が ん 1人 2.6% 

肺 が ん 0人 0.0% 

乳 が ん 1人 2.6% 

子 宮 が ん 1人 2.6% 

大 腸 が ん 0人 0.0% 

多発性骨髄腫 1人 2.6% 

合 計 4人 10.3% 

(4)被爆者手当等受給状況 令和7年3月31日現在

件 数

0  

0  

33  

3  

0  

3  

0.0%  

0.0%  

100.0%  

要精密者数 要精密率(%)

0人 

0人 

　広島市及び長崎市に投下された原子爆弾により被爆を受け、今なお健康被害に苦しむ被害者の健康保
持増進及び福祉の向上を図るため、被爆者援護法に基づく指定医療機関での医療給付、健康診断、希
望者に対するがん検診、各種手当の支給援助を行っている。

被爆者
健康手帳

477 

0.0%  

特 別 検 査

乳房Ｘ線

39 

30 

一 般 検 査 受 診 者

受 診 率

要 精 密 検 査 者 数

100.0%  

令和7年3月31日現在

9 

0.0%  

葬 祭 料 被爆者が死亡した場合は、葬祭を行う人に対して支給

上記と同様の認定を受けた者で、現在はその傷病が治った人

被爆者で造血機能障害、肝臓機能障害等、厚生労働省令で定める
障害（１１種）にかかっている人

被爆地から2キロメートル以内で直接被爆した人と、その人の胎児で
あった人

保 健 手 当

介 護 手 当

特 別 手 当

原爆の影響による精神上又は身体上の障害のために、費用を支出
して介護人を雇っている人。もしくは家族に介護してもらっている人。

0人 

支     給     条     件

原爆が原因でなった傷病の状態にあると厚生労働大臣の認定を受
けた者で、現にその疾病の状態にある人

50.0%  2人 

健 康 管 理 手 当

医 療 特 別 手 当

手          当

39人 

39人 

39人 

要 精 密 率

39人 

39人 

39人 

39人 

対象者数

対 象 者 数

0人 

1人 

1人 

第1回（5月～6月）

42人 

7人 

16.7% 

0人 

0.0% 

0人 

0.0% 

第2回（10月～1１月)

39人 

5人 

12.8% 
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（１）佐賀県健康プラン推進事業

①伊万里・有田地区健康プラン地域・職域協議会

②市町健康づくり計画策定状況

※有田町：令和８年３月改定予定

（２）地域・職域連携推進事業

①二次医療圏単位組織の運営

　※伊万里・有田地区健康プラン地域・職域協議会と兼ねる

②ワーキンググループ会議の開催

③連携事業の実施

人 数

127名

125名

期　日

令和７年度末現在

市　町

有田町

1.職域での取組と課題について
2.「健康経営」について
3.職域における「メンタルヘルス」につい
て
4.健康づくりのための普及啓発について

伊万里商工会議所、
有田商工会議所、
全国健康保険協会佐賀支部、
伊万里労働基準監督署、
伊万里市、有田町

令和７年7月31日（木）

平成25年 3月策定 第２期伊万里市いきいき健康づくりプラン２１

内　　容構成委員

　国において「国民の健康の増進の総合的な推進を図るための基本的な方針（平成24年7月）」が改定され、本県におい

ても、少子高齢化や疾病構造の変化が進む中で、生活習慣や社会環境の改善を通じて、「県民が健やかで心豊かに生活で

きる持続可能な社会の実現」を目指した新たな健康増進計画「第３次佐賀県健康プラン」（R6～R17年度）を策定した。

運動期間は、国の健康づくり運動と同様に、令和６年度から令和17年度までの12か年とし、令和11年度に中間評価を行

い、必要に応じて見直しを行う。

令和７年度末現在

平成20年 3月策定

伊万里市

令和６年３月策定

※令和3年度～7年度は開催なし

平成13年 3月策定

策定年月

１０ 栄養・健康づくり推進

期　日

平成25年 3月策定 H25～R5年度

H13～H24年度伊万里市いきいき健康づくりプラン２１

計画期間

H20～H24年度有田町健康プラン

第３期伊万里市いきいき健康づくりプラン２１

有田町健康プラン（第二次）

計画名

H25～R5年度

R6～R17年度

内　容

令和7年6月5日

・健康経営の取り組み・健康出前講座について
・SAGATOCO他、健康づくりに関する情報提供

令和7年9月4日全国労働衛生週間説明会

全国安全週間説明会

内　　容

構成委員

令和７年度末現在

期　日

内　　容

・健康経営の取り組み・健康出前講座について
・健康づくり等に関する情報提供
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（３）糖尿病対策事業

①糖尿病疾病管理強化対策事業〔「佐賀県糖尿病連携手帳」普及・活用セミナー〕 令和７年度

人数

18

②食の環境整備事業

【飲食店等に対する指導件数】 令和７年度

スマートミール認証の基準に合致する飲食店

うまっ！ヘルシーの基準を満たす食事を提供する飲食店

飲食店からの相談（延回数）

飲食店への情報提供（延店舗数）

【消費者に対する健康な食事を提供する飲食店の普及啓発】 令和７年度

情報提供（延人数）

【「健康な食事（うまっ！ヘルシー）」を提供する飲食店一覧】

　糖尿病治療の医療連携を促進し、受療中の患者に対する適切な療養指導を行うことにより、糖尿病の重症化や合併症の予防
を図っている。
　また、併せて、糖尿病の発症を予防するために、適切な食生活や運動習慣等の実践に結びつくよう環境を整備している。

内　　容期　日 対象者

884　    人

令和8年1月31日(土）
14:00～15:30

医療機関コメディカルスタッフ、
行政関係者　等

・多種職連携による糖尿病患者支援の必要性
について（事前学習）（医師）
・糖尿病療養指導のポイント～運動療法～
（健康運動指導士）
・糖尿病連携手帳を活用した療養指導と関係
機関との連携について（看護師）

0　店舗

20店舗   (新規0店舗）

0　    回

22　店舗

　健康的な食事を提供する店舗や事業所を普及するため、令和2年度より、健康な食事の提供店「うまっ！ヘルシー」制度を開
始している。

令和７年度末現在
№ 市町名 № 市町名
1 蕎麦　美吉 有田町 16 ロジェ 伊万里市
2 焼肉 かむら 有田町 17 手作りお弁当とデリのテイクアウト専門店hakobune 有田町
3 レストランまるいし 有田町 18 カフェ＆キッチンM 伊万里市
4 麺処　川 有田町 19 チャイナキッチン　和 伊万里市
5 kasane 有田町 20 会席料理　仕出し東屋 有田町
6 ひとふし 有田町
7 ラーメン太郎 有田町
8 和食処　赤絵 有田町
9 しえ・もあ藤 伊万里市
10 ギャラリー有田 有田町
11 ダイニングキッチン風の丘 伊万里市
12 　ミニレストラン　クック 有田町
13 伊万里温泉白磁の湯 伊万里市 伊万里市　 8店舗(新規店舗0）
14 レストラン　石けり 伊万里市 有田町　　12店舗(新規店舗0）
15 民家レストラン伊万萬亭 伊万里市 合　計　　20店舗(新規店舗0）

表示店名 表示店名
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③糖尿病発症予防のための普及啓発事業 令和７年度

（４）低栄養予防対策事業

令和７年度末現在

（５）ストップ糖尿病対策事業

令和７年度末現在

（６）たばこ対策推進事業

防煙教育 令和７年度

140

伊万里市 444

有田町

小学校数

14 

172 2 4 

8 499

中学校数 人員人員

　かかりつけ医、専門医療機関、医療保険者、関係団体等、糖尿病の予防と治療に係る関係者間で情報共有し、連携して対策
に取り組むことすることで、患者数の減少や重症化の予防を図る。

野菜レシピを1回あたり4品1カ所40枚配
布。
店に設置し買い物客に提供。

　健康増進法改正において受動喫煙防止対策が義務化され、更なる受動喫煙に関する普及啓発に努め、禁煙・分煙・防煙の３
つの柱を中心にたばこ対策の推進を図る。
　全ての小・中学校で防煙教育が実施され、保健福祉事務所では実施状況の取りまとめなどを行った。

期　日 構成委員 内　　容

　地区医師会
　地区歯科医師会
　透析医部会
　基幹病院
　地区薬剤師会
　看護協会北部地区支部
　栄養士会伊万里支部
　佐賀県糖尿病療養指導士会伊万里・有田支部
　佐賀県市町村職員共済組合
　地方職員共済組合佐賀支部
　全国健康保険協会佐賀支部
　伊万里市、有田町

第1回対策会議
令和7年9月9日

　（１）令和6年度取組実績・令和7年度
計画
　　　　　・保健福祉事務所
　　　　　・伊万里市
　　　　　・有田町
　　　　　・基幹病院
　　　　　・各団体
　（2）糖尿病栄養指導体制
　（３）病診連携
　（４）その他、連絡事項

　地域で高齢者を支援する関係者が、高齢者の食の課題を共有し、課題解決のための方策を検討するとともに、食に関する必
要なサポート体制を整備する。

レシピ提供 直売所　5カ所

令和8年2月25日（水）
15:00～16:10

伊万里市（健康づくり課、長寿社会
課、地域包括支援センター）、有田
町（健康福祉課）、伊万里市社会福
祉協議会

令和7年度伊万里地区地域高齢者の低栄養予防対策
研修会
〇講演
　地域高齢者が元気でいるためにできる支援
　講師　伊万里有田共立病院
　　　　　管理栄養士　枝川遥香氏
〇情報共有・情報交換

内  容

内　　容期　日 構成委員

実施日及び
開催場所

春・夏・秋・冬の年4回
管内直売所

事業名 対象及び人数
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（７）地区組織育成支援

①研修会の開催 令和７年度

人員

26名

31名

②食生活改善地区組織の育成状況 令和８年４月末日現在

会員数

 伊万里市食生活改善推進協議会 256名

 有田町食生活改善推進協議会 40名

296名

（８）栄養士・調理師免許事務

令和７年度（単位：件）

申請 書換え 再交付

13 7 4 

3 4 2 

3 10 0 

19 21 6 

（９）健康増進指導状況（栄養・運動等指導）

保健福祉事務所
単位

 伊万里・西松浦地区食生活
 改善推進協議会

区　　分

調　理　師

栄　養　士

組　織　名単　位

伊万里市

管理栄養士

計

池田　美代子

長野　実佳

平成18年5月30日

昭和48年6月11日

設立年月日

昭和44年12月10日

会長名

長野　実佳

内　　容

・ゲートキーパー養成講座（精神保健福祉担当　宮村技師）
・推進員手帳の活動記録の記入の仕方

期　日

令和7年
8月5日

令和7年
9月5日

対象者

食生活改善推進員
役員・事務局

食生活改善推進員
役員・事務局

健康づくりのための運動について

有田町

令和７年度

（再掲） （再掲） （再掲） （再掲） （再掲）

病 態 別 訪問による 病 態 別 病 態 別 病 態 別
栄養指導栄養指導 運動指導 栄養指導 運動指導

妊産婦

乳幼児

２０歳未満
(乳幼児を除く｡)

２０歳以上
(妊産婦を除く｡)

1 31 63

1 31 63

実
施
数

計

その他

集団指導延人員個別指導延人員

栄養
指導

運動
指導

休養
指導

禁煙
指導

栄養
指導

運動
指導

休養
指導

禁煙
指導
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（10）特定給食施設関係者研修会 令和７年度

人員

32名

41名

（11）特定給食施設数及び指導状況 令和７年度末現在

特定給食
施設

その他の
施設 回数 施設件数

8   2   

6   3   

3   0   

0   1   

4   16   

12   20   

2   1   

0   1   

1   15   

36   59   

0     

11     

管内特定給食施設・行政
管理栄養士・栄養士　等

・講話「日本人の食事摂取基準2025年版の概要と活用に
ついて」
　　講師　西九州大学　講師　今井 里佳氏
　　※唐津HWOからのサテライト配信

・意見交換

令和7年6月19日

病 院

社会福祉施設

集　団　指　導施　設　数 個別指導
回数(延)

介 護 医 療 院 0     

・講話「給食施設の衛生管理について」
　　講師　衛生対策課　前山技師
・情報提供「佐賀県保育所給食施設手引き」改訂、災害
時マニュアル等
　　説明　健康推進担当　江口

17     

73

1     

9     
2

0     

令和7年8月21日

内　　容対象者開催期日

51     

0     

内　　　容

上記（10）に同じ

計

寄 宿 舎

老人福祉施設

児童福祉施設

そ の 他

介 護 老 人
保 健 施 設

施設の種類

13     

保育所、認定こども園、小
規模保育事業所等　栄養・
給食管理担当者 等

学 校
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（12）管理栄養士養成施設学生の公衆栄養学実習指導 令和７年度

人 員

　集中講義　5月28日 13 保健福祉事務所事業概要

4

4

3

2

（13）健康づくり市町指導 令和７年度

※うち1回は、低栄養予防対策研修会を兼ねる

（14）食品表示法等に基づく食品表示に関する相談・指導
令和７年度

7      

計有田町

4      

西九州大学8月18日～8月22日

所　内

伊万里市

9月1日～9月5日

9月1日～9月5日 西九州大学

3       

中村学園大学

実習期間

件　数 15件

調　査

2件

計

17件

区　分 相　談

栄養業務検討会

3回
開催

・栄養・健康づくり事業の
　取組状況について
・災害時栄養・食生活支援　等

内　　　　容養成施設名

・健康アクション佐賀21事業
・地域・職域連携推進事業
・食の環境整備モデル事業
・特定給食施設指導
・健康プラン人材育成事業
・市町村栄養士活動状況

西九州大学

所　外

6月16日～6月20日

3      2       1      
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１１ 歯科保健

（１）障害（児）者等歯科保健事業

〇障害（児）者等歯科相談

障害（児）者等は、本人や保護者による口腔ケアが不十分であることが多く、う蝕、歯周疾患に罹患しやすい。

また、罹患すると、通院や治療が困難等の理由から、重症化リスクが高いため、セルフケア支援による予防と

早期発見が重要重要である。

地域での障害（児）者の歯科に係る医療、保健、福祉の連携の推進及び障害（児）者及び家族の歯科に対する

理解を深めることにより、障害（児）者の健康増進を図ることを目的として実施している。

（２）フッ化物洗口従事者研修会

　  県は、むし歯予防に極めて有効なフッ化物を永久歯が生える時期に積極的に応用するため、保育所・幼稚

  園、学校でのフッ化物洗口の普及を図っている。

　  そこで、フッ化物洗口について、関係者の理解をより深め、適正な実施を図ることを目的として、従事者等を

　対象とした研修会を実施している。

保育所・幼稚園及
び学校等の関係

者、行政関係者等

youtube動画公開
による視聴研修

 （１）講　演「佐賀県の歯科保健の現状につい
て」（時間：10分）
講　師：佐賀県健康福祉政策課　櫛山　実寿
歯科医師

　（２）講　演「フッ化物洗口はなぜ必要か？」
（時間：24分）
講　師：佐賀市歯科医師会
　　　　　佐野　良太　歯科医師

　（３）講　演「フッ化物洗口の実技指導」（時
間：3分）
講　師：佐賀県歯科衛生士会中部支部
　　　　　新原　直美　歯科衛生士

（４）講　演「フッ化物洗口の実際」（時間：18
分）
講　師：佐賀県歯科衛生士会中部支部
　　　　　新原　直美　歯科衛生士

令和７年度 児童デイサービス　メリー
未就学の障害
児及び保護者
等の支援者

1 1 0 2

開催期日

令和7年12月10日（水）
～令和8年2月27日（金）

 出席
人数

対象者 場所 内    容

令和５年８月２５日（金）
14時00分～15時44分

保育所・幼稚園及
び学校等の関係

者、行政関係者等

youtube動画公開
による視聴研修

同上
アンケート回答数

23件

保育所・幼稚園
 小・中学校
 市町　等

伊万里保健福祉事
務所　別館大会議

室

アンケート回答数
26件

令和6年10月3日（木）～
令和7年2月28日（金）

保　健　師栄　養　士歯科衛生士歯 科 医 師
開催期日 相 談 者

従　　　　　　　事　　　　　　　　者
場　所

0 2

（１）講演
「こどもの健康格差の縮小について　～フッ化
物応用の重要性」
講師：佐賀県歯科医師会地域保健部
ますもとけんこう歯科 院長　舛元 康浩　氏

（２）紹介
「子どもの口腔機能の向上にむけて～「めざ
せ！かむことマスター」の紹介～」
株式会社ロッテ ESG推進部 食育推進課
課長 池田なつき　氏

（２）講演・実技指導
「効果的なフッ化物洗口の実技等について」
講師：堀江歯科診療所　歯科衛生士
　　　　江口 むつ子 氏

51名

令和５年度 大坪コミュニティセンター
障害者及び
その家族

1 0

令和６年度
伊万里保健福祉事務所
1階処置室及び母子室

未就学の障害
児及び保護者
等の支援者

参加希望者おらず開催なし
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１２ 肝疾患対策　　

（1） 保健指導従事者研修会、肝炎医療コーディネーターミーティング

開催期日 開催場所 参加人数

令和６年度
伊万里総合庁舎
別館　大会議室 20名

令和7年度
伊万里総合庁舎

別館　大会議室※ 5名

（2）肝炎治療費助成事業(平成20年度～）

令和5年度 令和６年度 令和７年度

7    6    4    

新規 2    3    1    

継続 84    83    79    

7    6    4    

新規 2    3    1    

継続 84    83    79    

　C型およびB型肝炎ウイルス感染者等の肝がん発症を予防するため、適切な保健指導・健康相談・情報
提供等を行うとともに、各関係機関が連携し地域のと癖鵜を踏まえた、より効果的な保健指導体制（ネット
ワーク）を整備するため実施している。

研修内容

◇保健指導従事者研修会
行政報告「佐賀県の肝疾患対策制度と
　　　　　　　　　　　　　　　　　伊万里管内の申請状況について」
講演「唐津東松浦筑・伊万里有田地区の
　　　　　　　　　　　　　　　　　肝炎診療の現状と最近のトピックス」

　この事業は、Ｂ型ウイルス性肝炎及びＣ型ウイルス性肝炎治療を促進し、将来の肝硬変、肝がんの予防
を図るため、インターフェロン治療及び核酸アナログ製剤治療並びにインターフェロンフリー治療等に係る
医療費に対して助成するものである。

ｲﾝﾀｰﾌｪﾛﾝ治療（新規・2回目･ﾃﾗ
ﾌﾟﾚﾋﾞﾙ･ｼﾒﾌﾟﾚﾋﾞﾙ）

ｲﾝﾀｰﾌｪﾛﾝ治療（新規・2回目･ﾃﾗ
ﾌﾟﾚﾋﾞﾙ･ｼﾒﾌﾟﾚﾋﾞﾙ）

インターフェロンフリー治療

核酸ｱﾅﾛｸﾞ
製剤治療

0

申請
件数

インターフェロンフリー治療

＊令和２年度は新型コロナウイルスの影響により、令和2年3月１日～令和3年2月28日の間に有効期間が満了する受
給者は有効期間が1年延長となった。

核酸ｱﾅﾛｸﾞ
製剤治療

0 0 0

　佐賀県は、がんによる死亡率が全国的に高位であり、その中でも肝がんによる死亡率は平成11年から全
国ワースト１位の状況が続いていたが、平成30年にワースト1位から脱却した。肝がんの原因の約９割は肝
炎ウイルスによるものと考えられている。県内指定医療機関での無料検査も含め、地域、職域に関わらず
肝炎検査受診勧奨に努めている。また、その後の精密検査、定期検査受診勧奨、治療費助成事業の周知
等、肝疾患対策事業を通して肝がん予防に取り組んでいる。

承認
件数

0 0

◇肝炎医療コーディネーターミーティング
活動報告「済生会唐津病院における
　　　　　　　　　　　　　　　肝炎医療コーディネーターの取組」
◇保健指導従事者研修会
講演「肝炎診療の現状と最近のトピックス」

※唐津保健福祉事務所と合同開催とし、伊万里保健福祉事務所はサテライト会場として実施した。
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（１）市町別　結核患者発生状況

●結核患者発生届け出による新規登録者数と活動性分類

佐 賀 県 8.2 64 49 13 7 15 33 

管 内 計 13.3 9 7 2 1 2 2 

伊 万 里 市 12.1 6 5 1 0 1 2 

有 田 町 16.9 3 2 1 1 1 0 

＊罹患率は、1月1日～12月31日の1年間に新たに発生した患者の人口10万人に対する比率

管内の結核患者の年齢構成　(H24年以降）

＊R7の全国の結核罹患率は集計中

4 

0 

計
喀痰塗抹

陽性

その他
の

菌陽性

菌陰性・
その他

29 

4 

１３ 感染症対策

　全国の結核患者数は近年、減少傾向にあるが、依然として結核は、我が国最大の慢性感染症である（令和7
年新登録患者数は9,899人）。佐賀県は全国的な傾向と同様、新登録患者数は減少傾向にあり、結核罹患率
は全国の結核罹患率とほぼ同様である。管内の結核罹患率は全国、佐賀県と比べて高い傾向にある。また、
平成24年以降の新登録患者の半数以上が70歳以上となっており、高齢者が多い状況である。
 (佐賀県の結核に関する詳細な統計は、佐賀県感染症情報センターのホームページ上の『佐賀県の結核』に
掲載されている。)

令和7年12月31日現在

区 分
罹患率
(人口10
万対)

活　　動　　性　　結　　核
潜在性
結　 核
感染症
（別掲）

計

肺　　結　　核  　活　　動　　性
肺外結核

n＝143

R5 R6 R7
伊万里市 11.8 4.0 12.1
有田町 16.4 11.0 16.9
佐賀県 8.8 7.7 8.2
全国 8.1 8.1

0
2
4
6
8

10
12
14
16
18

管内市町別結核罹患率の推移

伊万里市 有田町

28 

27 

26 
89 

60歳未満

60～69歳

70～79歳

80歳以上

n＝170
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令和7年12月31日現在

佐 賀 県 4.5 35 25 5 7 10 69 19 60 

管 内 7.4 5 5 2 0 2 6 1 1 

伊 万 里 市 6.0 3 2 1 0 1 5 1 1 

有 田 町 11.3 2 1 1 0 1 1 0 0 

＊有病率は、12月末日現在の活動性結核患者の人口10万人に対する比率

＊R7の全国の結核有病率は集計中

（別掲）

潜在性
結核

感染症
菌陰性・
その他

13 

3 

1 

その他
の

菌陽性

0 

（２）市町別　結核患者年末登録者数

　令和7年末、佐賀県の登録患者数は123人（うち活動性結核患者数は35名）、伊万里管内は12人（うち活動
性結核患者数は5名）であった。　＊潜在性結核感染症は除く

●保健福祉事務所で登録管理している結核患者数と活動性分類及び有病率

区 分
有病率
（人口

10万対）

活　動　性　結　核

不活動性
結核

活動性
不明計

肺 結 核 （登　録　時）
肺外結

核計
喀痰塗抹

陽性

伊万里市 有田町 佐賀県 全国

R5 3.9 5.5 6.3 5.5
R6 2.0 0.0 4.8 5.4
R7 6.0 11.3 4.5

0
2
4
6
8

10
12

管内市町別結核有病率の推移

R5 R6 R7
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(３）市町長の行う（一般住民）定期健康診断受診状況 

  *平成17年度より対象者は「65歳以上の者」と、「その他必要と認めた者」となった。

 〇市町長の行う（一般住民）定期健康診断受診状況

令和7年度

（４）患者家族に対する結核接触者健康診断実施状況

被
注
射
者
数

被
判
定
者
数

陽性
者数

要医
療

発見
率

要観
察※

人 人 ％ 人 人 人 人 人 人 ％ 人

R５年度 8 8 100.0 0 0 0 1 7 0 0 5

R6年度 5 5 100.0 0 0 0 0 5 0 0 0

R7年度 29 29 100.0 0 0 0 5 27 0 0 3

（５）接触者に対する結核接触者健康診断実施状況

被
注
射
者
数

被
判
定
者
数

陽
性
者
数

要医
療

発見
率

要観
察※

人 人 ％ 人 人 人 人 人 人 ％ 人

R５年度 17 17 100.0 0 0 0 8 1 0 0 3

R6年度 3 3 100.0 0 0 0 0 3 0 0 0

R7年度 72 72 100.0 0 0 0 2 70 0 0 2

受診
率

検査項目※
健診結果

（延人数）

※「要観察」にはQFT（+）、判定保留で経過観察中の者を含む。実人数。
※「検査項目」は、重複あり

胸
部
X
線
検
査

I
G
R
A
検
査
者
数

ツベルクリン
反応検査

年度

対象
者数

受診
者数

※「要観察」にはQFT（+）、判定保留で経過観察中の者を含む。実人数。

ツベルクリン
反応検査

I
G
R
A
検
査
者
数

検査項目※

※「検査項目」は、重複あり

年度

対象
者数

受診
者数

受診
率

胸
部
X
線
検
査

健診結果

(延人数)

有田町 6,762 964 14.3 

伊万里市 17,393 1,778 10.2 

管　内 24,155 2,742 11.4 

区　分 対象者 受診者 受診率（％）

10.4 14.710.5 15
10.2 14.3

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90

100

伊万里市 有田町

受
診
率
（
％
）

令和５年度 令和６年度 令和７年度

33



（６） 管理検診実施状況

委託機
関実施

定期病
状調査

医療機
関受診

計
受診率
（％）

要医療 要観察 治癒

R５ 28 20 0 6 26 93 0 15 11 

R6 21 15 0 5 20 95 0 20 0 

R7 15 14 0 1 15 100 0 9 6 

※延人数

（７） 結核患者家庭訪問等指導状況

登録時
面 談

受療の
勧 奨

管理検
診勧奨

服薬等
の指導

その他
健診受
診勧奨

感染防
止指導

その他

R５ 16 19 111 13 1 3 82 28 3 4 14 12 63 

R6 12 10 45 4 0 3 22 29 0 0 8 9 16

R7 12 13 84 10 0 3 46 22 1 1 0 3 3

（８） 結核医療公費負担申請状況　（感染症診査協議会（結核部会））

左の内訳

承認 不承認 承認 不承認

13 1 10 1 

5 0 6 0 

13 0 21 0 R７年度 13 21 

健診結果受診者数

年度
申請件数

R５年度 14 

R６年度 5 6 

申請件数

11 

結核患者の医療
（感染症法３７条の２）

左の内訳

入院（勧告）患者の医療
（感染症法３７条）

電話による相談訪問指導・来所相談

年度

対
象
者
数

年
末
登
録
者
数年度

件 数

実
人
員

延
人
員

実
人
員

延
人
員

本人（延件数） 家族等（延件数）

件 数 目的
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（９） 入院勧告患者状況

患者
無症状病原
体保有者

患者
無症状病原
体保有者

患者
無症状病原
体保有者

8 1 4 0 8 0 

1 0 0 0 0 0 

3 0 10 5 3 1 

1 0 0 0 0 0 

0 0 0 0 2 0 

1 0 0 0 0 0 

0 0 1 0 0 0 

0 0 0 0 1 0 

2 0 0 0 0 0 

0 0 2 

1 0 0 

2 0 0 

8 2 5 2 5 0 

0 0 135 

1,016 

　※百日咳・・・・・H30.1.1～小児科定点報告疾患から全数届出疾患へと変更。

1 

新型インフルエ
ンザ等感染症

新型コロナウイルス感染症

E型肝炎

0 

ウイルス性肝炎

梅毒

R６年度 1 2 

デング熱

三類感染症

細菌性赤痢

重症熱性血小板減少症候群

  ※新型コロナウイルス感染症・・・・・R3年2月3日から「指定感染症」から「新型インフルエンザ等感染症」に変更。
　　　　　　　　　　　　　R5年5月8日から「五類感染症」となった。（定点報告に変更）

二類感染症

四類感染症

レジオネラ症

日本紅斑熱

結核

腸管出血性大腸菌感染症

百日咳

つつが虫病

カルバペネム耐性腸内細
菌目細菌感染症

五類感染症

アメーバ赤痢

年度末数

R5年度 1 4 4 1 

（１０） 伊万里保健福祉事務所管内における感染症発生状況

分 類 感  染  症  名
R5年 R６年 R７年

R７年度 1 5 

年度

前年度末数
新たに入院
勧告した
患者数

入院勧告を
解除した
患者数

6 

2 
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区
分 　疾　　　病　　　名 R５年 R6年 R７年

区
分 R５年 R6年 R７年

インフルエンザ
 （鳥インフルエンザ除く）

2,689 2,483 1,226 0 0 1 

新型コロナウイルス感染
症

2,365 2,377 593 0 0 0 

ＲＳウイルス感染症 289 288 119 2 21 6 

咽 頭 結 膜 熱 275 101 53 0 0 0 

Ａ群溶血性
レンサ球菌咽頭炎

314 398 190 0 0 1

感 染 性 胃 腸 炎 610 525 611

水 痘 14 43 4

手 足 口 病 279 472 28

 伝 染 性 紅 斑 0 1 191

突 発 性 発 し ん 96 84 54

ヘ ル パ ン ギ － ナ 292 177 7

流 行 性 耳 下 腺 炎 1 0 1

注)　1.新型コロナウイルス感染症・・・R5.5.8～全数報告疾患からインフルエンザ/COVID-19定点報告疾患へと変更。

　  　2.急性呼吸器感染症（ARI）・・・R7.4.7から定点報告疾患へと追加。

区
分 　疾　　　病　　　名 R５年 R6年 R７年

性器クラミジア感染症 65 70 58 

性器ヘルペスウイルス感染症 1 1 1 

尖圭コンジローマ 10 8 4 

淋 菌 感 染 症 26 32 15 

メチシリン耐性黄色ブドウ
球菌感染症

32 19 11 

ペニシリン耐性肺炎球菌感染症 0 0 0 

薬剤耐性緑膿菌感染症 0 0 0 

※月報定点数　：　STD定点（1）、基幹定点（1）

流行性角結膜炎

基
 

幹

【　月　　報　　分　】

S
T
D

※週報定点数　：R7.4.6まで　小児科定点（3）、インフルエンザ/COVID-19定点（5）、基幹定点（1）、眼科定点（０）
　　　　　　　　　　　R7.4.7から　小児科定点（1）、インフルエンザ/COVID-19定点（2）、基幹定点（1）、眼科定点（０）

A
R
I

急性呼吸器感染症(イン
フルエンザ(鳥インフルエ
ンザ及び新型インフルエ
ンザ等感染症を除く。)

1,788

インフ
ルエン

ザ
/COVI
D-19

　疾　　　病　　　名

無 菌 性 髄 膜 炎

マイコプラズマ肺炎

（11）伊万里保健福祉事務所管内における感染症発生動向調査

　国・県・保健所を結ぶオンラインシステムにより、感染症の患者発生を迅速に把握し、併せて病原体の検索を行
い、情報を還元することにより、感染症の未然防止を図る。
　週報は、毎週水曜日に記者発表を行い木曜日の新聞に掲載されている。

●感染症発生状況　[五類感染症定点報告（罹患数）] 　

【　週　　報　　分　】

基
 

幹

細菌性髄膜炎
（真菌性を含む）

小
　
　
児
　
　
科

クラミジア肺炎
（オウム病を除く）

感染性胃腸炎
（病原体がﾛﾀｳｲﾙｽであるものに限る）

眼
科
定
点

急性出血性結膜炎
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（１２）エイズ講演会及び相談・ＨＩＶ抗体検査

① エイズ講演会

年　度 対象者 回　　数 受 講 者 数

R5 高等学校生徒 7 1,029

R6 高等学校生徒 6 803

R７ 高等学校生徒 6 731

伊万里
保健福祉事務所 佐賀県

伊万里
保健福祉事務所 佐賀県

Ｒ5 58 531 21 575 

Ｒ6 42 443 22 549 

R7 45 415 33 555※

③ 世界エイズデー関連行事

・夜間エイズ相談、検査の実施　（令和7年度は12月2日（火）、12月3日（水））　　

・普及・啓発のためのポスター展示、パンフレット、ポケットティッシュの配布等　
 
④ ＨＩＶ検査普及週間関連行事

　  わが国のＨＩＶ感染者・エイズ患者新規報告数は依然として増加傾向にあり、診断時に既にエイズを

 発症している事例が３割を占めている状況から、早期発見のための検査の機会を逸していることも考え

 られる。

   このような状況を踏まえ、12月の世界エイズデー普及啓発活動に加え、18年度よりＨＩＶ検査普及

週間が創設された。普及週間関連事業として、夜間の相談・検査を実施し、検査・ 相談体制の充実

強化を図っている。

　＜実施内容＞

・夜間エイズ相談、検査の実施

・普及・啓発のためのポスター展示、パンフレット、ポケットティッシュの配布等
　　　　

　エイズは依然として増加傾向にあり、エイズに対する理解と関心を高め、感染症の未然防止、正しい
知識の普及啓発活動を図るため、検査、相談、指導、感染者の受入体制等の充実を推進している。高
等学校1年生を対象としたエイズ予防講演会は、新型コロナウイルスの影響で、中止をした年度もあった
が、令和５年度より再開している。
　伊万里保健福祉事務所では、毎月第1・第4火曜日９時から１１時まで、ＨＩＶの抗体検査を、匿名及び
無料で実施し、相談は随時電話で受け付けている。又、６月のHIV検査普及週間及び12月1日の世界
エイズデーにも夜間エイズ検査を実施している。令和7年12月より、時間や場所にとらわれない検査方
法の一つとして当県においてHIV・梅毒の郵送検査を導入している（検査料500円）。

②エイズ相談・ＨＩＶ抗体検査の推移

年　　度

エイズ相談件数（相談のみ） ＨＩＶ抗体検査件数

※令和7年12月より郵送検査開始。R7年度より郵送検査含む。
　　R7年度は90件あった。
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１４ 環境衛生

（１）生活衛生関係施設等数

①市町別生活衛生営業施設数 令和8年3月31日現在

市 町 名

管　内　計

伊 万 里 市

有 田 町

②市町別特定建築物施設数 令和8年3月31日現在

市 町 名

管　内　計

伊 万 里 市

有 田 町

注）その他：興行場・遊技場・図書館・博物館・美術館

③市町別ビル管理登録業数 令和8年3月31日現在

市 町 名

管　内　計

伊 万 里 市

有 田 町

（２）市町別水道施設数及び簡易専用水道施設数 令和８年３月31日現在

管　内　計

伊 万 里 市

有 田 町

(*) 令和7年３月31日現在

（３）市町別水道普及率     （令和７年３月31日現在）

市　　　町 　

伊 万 里 市

有  田  町

管　　　　内

佐　賀　県

全　　　　国  （全国は令和６年３月31日現在）

11        

1        

4        

4(*)

17        

95.9

98.2

普　及　率　％

98.6

99.6

98.8

0        

0        

　健康で住み良い生活環境を維持するため、関係法令に基づき生活衛生施設及びライフラインである
水道関係施設の整備と衛生管理を徹底するよう指導した。

合　　計

15       

13       

2       

2       4       

合　　計

0        0        

2        

1        

1        

0        

0        

6        

6        

0        17        

71（*）

0        

12        

399       

298       

小規模
水　道

2       

その他

101       

合　　計

水　道　施　設　
簡易専用
水　　道

集会場

市 町 名 県認可
上水道

簡易水道

ねずみこん
虫等防除業

飲料水貯水
槽清掃業

店　舗

4       

国認可
上水道

専用水道

0       

0       

建築物環境衛
生総合管理業

建築物
清掃業

0       

1        

2        2        

その他

事務所

3       

3       

0       

1        

旅館

2       

百貨店

1       

1       

3       

38       

 ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ所

0        1        0        2        1        0        

0        

1        

46       

33       

13       

1       

0        

排水管清掃
業

4       

3        

1        5        

0       0       

0        2        7        

11        

合　　計

　　　                                                                                                                                                                                                          注）その他：飲料水水質検査業・空気環境測定業・空気調和用ﾀﾞｸﾄ清掃業

旅館

90       

67       

23       

興行場

5       

2       

3       

公衆浴場

9       

6       

3       

理容所

69       

48       

21       

4        

美容所

180       

142       
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（１）市町別食品営業許可施設数

　 令和8年3月31日現在

　　　                     市   町

    業   種

合

　
計

伊
万
里
市

有

田

町

管

轄

外
 ① 飲 食 店 営 業　（新法） 827 427 175 225 

 　  飲 食 店 営 業　（旧法） 124 91 32 1 

 ② 調理の機能を有する自動販売機 1 1 

 ③ 食 肉 販 売 業　（新法） 15 13 2 

 　  食 肉 販 売 業　（旧法） 8 4 4 

 ④ 魚 介 類 販 売 業　 (新法） 24 17 7 

 　  魚 介 類 販 売 業　 (旧法） 11 8 3 

 ⑤ 魚 介 類 競 り 売 営 業　（新法）

 　  魚 介 類 競 り 売 営 業　（旧法）

 ⑥ 集 乳 業　（新法）

 　  集 乳 業　（旧法）

 ⑦ 乳 処 理 業　（新法）

　   乳 処 理 業　（旧法）

 ⑧ 特 別 牛 乳 搾 取 処 理 業

 ⑨ 食 肉 処 理 業　（新法） 15 10 5 

 　  食 肉 処 理 業　（旧法） 1 1 

 ⑩ 食 品 の 放 射 線 照 射 業　（新法）

 　  食 品 の 放 射 線 照 射 業　（旧法）

 ⑪ 菓 子 製 造 業　（新法） 88 55 33 

 　  菓 子 製 造 業　（旧法） 13 10 3 

 ⑫ ア イ ス ク リ ー ム 製 造 業　（新法） 5 3 2 

　   ア イ ス ク リ ー ム 製 造 業　（旧法）
 ⑬ 乳 製 品 製 造 業　（新法） 1 1 

 　  乳 製 品 製 造 業　（旧法）

 ⑭ 清 涼 飲 料 水 製 造 業　（新法）

　   清 涼 飲 料 水 製 造 業　（旧法） 1 1 

 ⑮ 食 肉 製 品 製 造 業　（新法） 1 1 

 　  食 肉 製 品 製 造 業　（旧法）

 ⑯ 水 産 製 品 製 造 業 5 5 

 ⑰ 氷 雪 製 造 業　（新法）

 　  氷 雪 製 造 業　（旧法）

 ⑱ 液 卵 製 造 業
 ⑲ 食 用 油 脂 製 造 業　（新法）

 　  食 用 油 脂 製 造 業　（旧法）

 ⑳ み そ 又 は し ょ う ゆ 製 造 業 8 7 1 

 ㉑ 酒 類 製 造 業　（新法） 3 2 1 

 　  酒 類 製 造 業　（旧法） 3 2 1 

 ㉒ 豆 腐 製 造 業　（新法） 5 5 

 　  豆 腐 製 造 業　（旧法） 1 1 

 ㉓ 納 豆 製 造 業　（新法）

　   納 豆 製 造 業　（旧法）

 ㉔ 麺 類 製 造 業　（新法） 6 5 1 

　 　麺 類 製 造 業　（旧法） 6 5 1 

 ㉕ そ う ざ い 製 造 業　（新法） 36 22 14 

 　  そ う ざ い 製 造 業　（旧法） 9 7 2 

 ㉖ 複 合 型 そ う ざ い 製 造 業 1 1 

 ㉗ 冷 凍 食 品 製 造 業 3 3 

 ㉘ 複 合 型 冷 凍 食 品 製 造 業 2 2 

 ㉙ 漬 物 類 製 造 業 23 16 7 

 ㉚ 密 封 包 装 食 品 製 造 業 3 2 1 

 ㉛ 食 品 の 小 分 け 業 3 3 

 ㉜ 添 加 物 製 造 業

小     計 1,252 730 296 226 

 喫 茶 店 営 業　（旧法） 2 1 1 

 あ ん 類 製 造 業　（旧法）

 食 品 の 冷 凍 又 は 冷 蔵 業　（旧法） 3 3 

 乳 酸 菌 飲 料 製 造 業　（旧法）

 み そ 製 造 業　（旧法） 2 1 1 

 醤 油 製 造 業　（旧法）

 ソ ー ス 類 製 造 業　（旧法）

 か ん 詰 又 は び ん 詰 食 品 製 造 業　（旧法）

 魚 肉 ね り 製 品 製 造 業　（旧法）

 マ ー ガ リ ン 又 は シ ョ ー ト ニ ン グ 製 造 業　（旧法）

小      計 7 5 2 0 

計 1,259 735 298 226 

注)１　「管轄外」とは、移動営業（食品営業車・仮設営業）のこと。

注)２　「新法」とは、食品衛生法改正後の許可業種。「旧法」とは、改正前の許可業種。

１５ 食品衛生

　令和3年6月1日付けで施行された改正食品衛生法により、法律及び条例で規定された営業許可制度が、法律
で32業種の許可、その他は届出となる制度となった。当所は、基準に合った施設の許可・届出や、許可後の食品
関係施設の監視指導を行って食中毒等の発生防止、違反（不良）食品等の排除に努めている。
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　（２）　監視件数の推移

（３）　食品添加物、成分規格、細菌等の収去検査状況

（４）　衛生教育の状況

Ｒ４ 17

1,28531

Ｒ元 28 1,484

Ｒ３ 920

Ｒ４ 791

20 291

Ｒ３

147

受講者数（人）

178

Ｒ元 178

52

55Ｒ４

Ｒ３

年度

Ｒ２

件数（件）

1,138

Ｒ元 1,036

H30 1,694

709

Ｒ2

開催数（回）

H30 24 1,564

R5

68R5

Ｒ元

年度

年度 件数（件）

H30

R6 950

R7 1,488

R7 79

Ｒ７ 15 1,198

1,064

R6 71

Ｒ６ 15 1,172

1,14416Ｒ５
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（５）　食中毒の状況

H28 1,139 20,252 14 18 12 94 0 8 1 8 0 8 

H29 1,014 16,464 3 16 15 67 0 4 0 0 0 0 

H30 1,330 17,282 3 13 15 34 0 2 0 0 0 0 

Ｒ元 1,061 13,018 4 12 10 17 0 2 0 0 0 0 

Ｒ2 887 14,613 3 16 12 14 0 1 1 1 0 1 

Ｒ3 717 11,080 2 15 5 5 0 1 0 0 0 0 

Ｒ４ 962 6,856 5 7 7 7 0 1 1 1 0 1 

Ｒ５ 1,021 11,803 4 12 5 7 0 1 1 1 0 1 

Ｒ６ 1,037 14,229 3 14 8 62 0 8 3 42 0 14 

Ｒ７ 1,172 24,727 2 21 3 49 0 16 0 0 0 0 

（6）有症苦情及びその他の苦情件数
　

衛生管理
(施設）

衛生管理
(従業員) 表示

異物
混入

腐敗
変敗

カビ その他

H28 6 5 0 0 9 2 0 4 

H29 4 0 1 0 9 1 0 5 

H30 7 1 2 1 7 3 0 7 

Ｒ元 4 6 2 0 4 2 1 5 

Ｒ2 5 2 1 0 1 1 0 9 

Ｒ3 2 2 3 0 2 2 0 14 

Ｒ４ 5 2 0 3 3 1 1 1 

Ｒ５ 23 12 2 0 1 3 2 3 

Ｒ６ 7 8 2 2 1 2 1 3 

Ｒ７ 9 5 4 0 6 3 0 3 

事件数 死者数患者数事件数
一事件
当りの
患者数

死者数

年

佐　　賀　　県

そ　　の　　他　　の　　苦　　情
年　度

有症
苦情

管　　　　　内

一事件
当りの
患者数

事件数 患者数 死者数
一事件
当りの
患者数

全　　　　　国

患者数
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30年度 Ｒ元年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

新規登録頭数 241    208    329    242    219    174    214    178    

累計登録頭数 3,627    3,472    3,496    3,418    3,325    3,223    3,072    2,990    

注射頭数 3,217    3,060    2,996    2,881    2,762    2,573    2,544    2,420    

30年度 Ｒ元年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

捕獲頭数 20    27    16    19    15    12    16    14    

引き取り頭数 0    37    0    0    0    0    0    0    

譲渡頭数

30年度 Ｒ元年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

引き取り頭数 4    43    25    24    9    0    6    14    

譲渡頭数

【犬】 令和７年度

飼い犬 野犬 不明 計

野犬が多い 0    0    0    

放し飼い 11    0    11    

犬の引き取り 31    0    0    31    

鳴き声 8    0    0    8    

農作物被害 0    0    0    0    

ふん尿 3    0    0    3    

その他 18    0    0    18    

合　計 71    0    0    71    

【猫】 令和７年度

飼い猫 野良猫 不明 計

野良猫が多い 7    2    9    

放し飼い 1    1    2    

猫の引き取り 5    7    12    24    

鳴き声 1    1    0    2    

ふん尿 2    1    2    5    

その他 6    6    17    29    

合　計 15    22    34    71    

（４）苦情の届出

　飼い犬、飼い猫の終生飼養の指導を徹底し、飼い犬及び飼い猫の引き取り頭数は減少した。

　佐賀県犬猫譲渡センターが開設され、犬・猫の譲渡事業は主に当センターで行われている。

※平成27年度以降、譲渡事業は主に犬猫譲渡センターで実施

１６ 狂犬病予防・動物愛護

（３）猫の引き取り、譲渡頭数

※平成27年度以降、譲渡事業は主に犬猫譲渡センターで実施

　犬の苦情は飼犬が多いが、猫は野良猫や飼主不明猫に関する苦情が多い。

（１）犬の登録頭数、狂犬病予防注射頭数

（２）犬の捕獲、引き取り、譲渡頭数

　犬の新規登録頭数は平成23年度をピークに減少し、狂犬病予防注射頭数も減少が続いている。
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（１）公害関係施設・事業場数、監視件数

＊条例については条例の施設のみを設置している事業場

（３) 公害苦情相談件数

R5 R6 R7 R5 R6 R7 R5 R6 R7

0 1 1 0 0 0 0 1 1 

0 0 3 3 1 6 3 1 9 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 

0 0 0 0 0 1 0 0 1 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 

0 1 4 3 1 7 3 2 11 

　正な維持管理の指導を行った。

・県では海水浴場の水質状況について一般公表のための調査を行っている。

・県では公共用水域の水質監視として河川等の水質調査を行っている。

区　　　分 事業場等 監視件数

１７ 環 境 保 全

・環境関係法令等に基づく特定事業場への立入指導を計画的に実施した。

・公害等に係る苦情相談等は、関係機関との連携のもとに現地調査を実施し、原因者への適正処

　理等の指導にあたった。

・水質事故に対しては、関係機関と連携し、緊急対応と原因者指導にあたった。

・浄化槽設置者に対しては設置者講習会の受講を指導し、また不適正浄化槽管理者等に対し施設改善や適

R7

水質事業場 468 471 484 34 20 27 

年度 R5 R6 R7 R5 R6

13 

解体等工事 - - - 59 63 70 

大気事業場 79 79 81 10 10 

0 

フロン回収業者等 9 10 11 1 1 4 

ﾀﾞｲｵｷｼﾝ関係事業場 4 4 3 2 0 

（２) 特定事業場数の内訳（年度末）

区　分 伊万里市 有田町 計

10 

浄化槽保守点検業者 6 6 6 1 5 0 

浄 化 槽 5,060 5,744 5,813 24 18 

R7 R5 R6 R7

水質事業場

法　律 284 287 291 87 

年 度 R5 R6 R7 R5 R6

87 90 371 374 381 

条　例 72 72 78 25 25 25 97 97 103 

計 356 359 369 112 

81 

16 16 17 76 76 77 

112 115 468 471 484 

大気事業場

法　律 60 60 60 

1 3 3 4 

計 62 62 63 17 17 

条　例 2 2 3 1 1 

18 79 79 

0 4 4 3 

合　　　計 422 425 435 129 129 

ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類対策特別措置法 4 4 3 0 0 

年度 区　　　分 件　数

大気汚染 年　度 R5 R6 R7

133 551 554 568 

区　　　分 伊万里市 有田町 計 （４) 水質調査状況

水質汚濁 特定事業場排水 28 19 23 

騒音・振動 海水浴場 0 0 0 

悪臭 地下水 22 10 9 

不法投棄 異常水質 0 0 0 

計

野焼き その他 0 2 0 

その他 合　　　計 50 31 32 
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（５）地下水調査の内訳（令和７年度） （６）水質事故発生状況

R5 R6 R7 R5 R6 R7 R5 R6 R7

0 0 2 0 0 0 0 1 2

0 0 0 0 0 2 0 0 2

0 0 0 0 0 0 0 1 0

0 0 2 0 0 2 0 2 4

（７）特定粉じん（アスベスト）排出作業（届出対象石綿（レベル１・２））

　 年度 R5 R6 R7 R5 R6 R7 R5 R6 R7

（８）浄化槽設置数状況（年度末）

年度

（９）浄化槽指導件数

（10) 浄化槽関係業者内訳（令和7年度末）

R5 R6 R7 R5 R6 R7 R5 R6 R7

8 14 15 1 34 3 9 48 18

69 70 63 69 61 53 138 131 116

77 84 78 70 95 56 147 179 134

（11）浄化槽法定検査状況

（12）水浴場の水質状況

①伊万里人工海浜公園（イマリンビーチ） ②いろは島海水浴場

Ｃ Ｏ Ｄ   (平均値） Ｃ　Ｏ　Ｄ  (平均値）

糞便性大腸菌（平均値） 糞便性大腸菌（平均値）

  水質は開設中。糞便性大腸菌は､個／100mL中 

年度

調査件数

3井戸×1回
4井戸×1回

調査地区調査の種類

継続調査 有田町

有田町 計

年度

魚へい死

事　象 伊万里市

油流出

その他

計

2井戸×1回

9件

伊万里市一般概況調査

計

0 0 0 0

区　分 伊万里市

区分 伊万里市 有田町 計

特定粉じん
排出作業実

施届
0 0 0 0 0

計

R5 R6 R7 R5 R6 R7 R5 R6 R7

有田町

5,744

41 145 114 96

合併再掲 94 67 54 46 45

設置届出数 99 69 55 46 45

40 140 112 94

5,813

4,627 4,713

合併設置率 79.4 80.0 80.6 80.7

設置数累計 3,031 3,086 3,125 2,629 2,658 2,688

合併再掲 2,408 2,469 2,518 2,121 2,158 2,195 4,529

5,660

年　度 区　　　分 伊万里市 有田町 計

81.2 81.7 80.0 80.6 81.2 

内　容 伊万里市 有田町 計

改善指導(通知等) 保守点検業 4 2 6

法定検査受検指導 清掃業 2 2 4

13 425 

330 

425 

3,703 

R6

計

検査結果
７条検査

年 度 R5 R6 R7 R5

11条検査

件　　数

2.3

合　計 119 115 134 4,781 4,458

R7

適　　　　正 98 91 99 4,067 3,716 

603 

不　 適　 正 5 2 22 289 515 

おおむね適正 16 22

油 膜 の 有 無

透 明 度

判 定 A

全透

2

無

Ｂ Ｂ AA 判 定 Ｂ Ｂ

全透 全透 全透 透 明 度 全透

不検出

4,834

R5 R6 R7

全透

無 無

R7

2.2 1.3

無 油 膜 の 有 無 無 無

年度 R5 R6

18 不検出 4 14

2.4 1.4 2.1
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１８ その他
（１）地域保健活動推進会議

 市町・当事務所の保健師等により、保健事業に関する情報交換・意見交換等を行った。

令和７年度

市町 当所

12 9 

22 8 

12 8 

8 7 

10 6 

（２） 石綿健康被害救済法

①　石綿健康被害救済法の健康相談件数 ②　石綿健康被害救済法の申請受付件数

（３） 看護学生等実習

30 

20 

15 

伊万里看護学校 29人 1日間 R7.5.9

令和７年7月18日（金）

令和７年9月22日（月）

令和７年12月22日（月）

・講義「大規模災害時の保健医療活動体制について」
　講師　大林保健監
・アクションカードを使用した模擬演習

・鳥インフルエンザ発生時の対応と防護服着脱訓練
・実践力アップ事例検討会

【伊万里・有田地区子育て支援地域サポート検討会と同時開催】
　・講演「医療的ケア児とその家族への支援について」
　　講師　佐賀県医療的ケア児支援センター　副センター長　　大野　真如　氏

　平成１７年６月、アスベスト（石綿）関連製品を製造していた事業所の従業員や周辺住民の間で、中皮腫や肺がんなど
アスベストが原因と見られる疾病死が多数発生していることが全国で報告された。
　佐賀県では、住民のアスベスト暴露に対する健康不安へ対応するため、平成１７年７月８日より各保健所等で電話や
面接による健康相談等が開始された。
　平成１８年３月、石綿による健康被害を受けた方及びその遺族に対し、迅速な救済を図るため「石綿による健康被害の
救済に関する法律」が制定され、平成１８年３月２０日より支給請求受付が開始された。

件数

0

令和5年度 0 1

令和4年度

実習期間

R7.6.24～25

R7.9.2～9.118日間

佐賀県医療センター好生館看護学院　看護学科

学生数（実）学校名

６人

佐賀大学医学部看護学科4年 3人

日数（実）

2日間

西九州大学看護学部4年 3人 4日間 R7.6.9～13

16 

・市町・保健福祉事務所の業務分担、事業計画等
・地域保健活動推進会議計画
・新任期保健師研修報告（R6年度地域診断実践報告）
・実践力アップ事例検討会

・キャリアレベル別グループワーク
・統括的役割をもつ保健師の意見交換
・先輩保健師から後輩保健師へのメッセージ

令和6年度

令和8年2月10日（火）

2 令和6年度 1

件数

令和4年度

令和5年度

2

出席者
期　　日 内　　容

計

21 令和７年5月29日（木）

0

　看護学生・保健師学生に対し、地域社会における保健・医療・福祉の連携の実際及び総合保健チーム
における看護の機能とその必要性を理解させ、総合看護の具体化に役立たせる。また、保健所の地域保
健活動と保健師活動の特性を理解させる。実習内容としては、保健福祉事務所の業務概要の説明、各保
健事業・家庭訪問への参加・見学を行っている。

令和7年度 令和7年度1
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資料編　：　人口動態統計資料

○ 母子保健統計

○ 主要死因別標準化死亡比（ＳＭＲ）
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●　母　子　保　健　統　計

1．出生率の年次推移

出生数及び出生率（人口千対）

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

町村名 データ 平26 平27 平28 平29 平30 令1 令2 令3 令4 令5 令6

全国 出生総数 1,037,231 1,005,677 976,978 946,065 918,400 865,239 840,835 811,622 770,759 727,288 686,173

出生率 8.2 8 7.8 7.6 7.4 7.0 6.8 6.6 6.3 6.0 5.7

佐賀県 出生総数 7,440 7,064 6,811 6,743 6,535 6,231 6,004 5,853 5,552 5,144 4,824

出生率 8.9 8.5 8.3 8.2 8.0 7.7 7.5 7.3 7.0 6.5 6.2

伊万里市 出生総数 547 486 485 486 435 401 371 372 364 341 309

出生率 9.7 8.9 8.9 8.6 8.1 7.6 7.1 7.2 7.2 6.8 6.3

有田町　 出生総数 171 152 145 143 106 119 113 101 94 82 83

出生率 8.3 7.6 7.3 7.3 5.5 6.2 6 5.4 5.1 4.5 4.7

２．低体重児出生率の年次推移

低体重児（２５００ｇ未満）出生数及び低体重児出生率（％）

資料　佐賀県保健統計年報（人口動態統計編）
2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

町村名 データ 平26 平27 平28 平29 平30 令1 令2 令3 令4 令5 令6

全国 低体重児出生数 99,311 95,206 92,082 89,353 86,269 81,462 77,539 76,060 72,587 70,151 67,134

低体重児出生率 9.6 9.5 9.4 9.4 9.4 9.4 9.2 9.4 9.4 9.6 9.8

佐賀県 低体重児出生数 676 645 638 657 582 578 546 539 484 494 429

低体重児出生率 9.1 9.1 9.4 8.9 8.9 9.3 9.1 9.2 8.7 9.6 8.9

伊万里市 低体重児出生数 44 43 54 47 40 39 42 44 36 34 28

低体重児出生率 8 8.8 11.1 9.2 11.2 9.7 11.3 11.8 9.9 10.0 9.1

有田町 低体重児出生数 16 7 16 16 15 8 18 5 11 12 11

低体重児出生率 9.4 4.6 11.0 14.2 11.1 6.7 15.9 5.0 11.7 14.6 13.3

西暦

西暦

資料　佐賀県保健統計年報（人口動態統計編）

4

6

8

10

12

平26 平27 平28 平29 平30 令1 令2 令3 令4 令5 令6

全国 佐賀県 伊万里市 有田町

3

6

9

12

15

18

平26 平27 平28 平29 平30 令1 令2 令3 令4 令5 令6

全国 佐賀県 伊万里市 有田町
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●　母　子　保　健　統　計

３．乳児死亡率の年次推移

乳児死亡数及び乳児死亡率（出生千対）

資料　佐賀県保健統計年報（人口動態統計編）
2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

町村名 データ 平26 平27 平28 平29 平30 令1 令2 令3 令4 令5 令6

全国 乳児死亡数 2,299 1,916 1,928 1,761 1,748 1,654 1,512 1,399 1,356 1,326 1,266

乳児死亡率 2.2 1.9 2.0 1.9 1.9 1.9 1.8 1.7 1.8 1.8 1.8

佐賀県 乳児死亡数 12 7 13 11 6 15 11 11 6 12 13

乳児死亡率 1.6 1.0 1.9 0.7 0.9 2.4 1.8 1.9 1.1 2.3 2.7

伊万里市 乳児死亡数 0 0 0 1 0 0 1 1 0 1 1

乳児死亡率 0 0.0 0.0 2.1 0.0 0.0 2.7 2.7 0.0 2.9 3.2

有田町　 乳児死亡数 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0

乳児死亡率 0 0.0 0.0 0.0 9.4 0.0 0.0 0.0 10.6 0.0 0.0

４．新生児死亡率の年次推移

新生児死亡数及び新生児死亡率（出生千対）

資料　佐賀県保健統計年報（人口動態統計編）
2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

町村名 データ 平26 平27 平28 平29 平30 令1 令2 令3 令4 令5 令6

全国 新生児死亡数 1,065 902 874 832 801 755 704 658 609 600 637

新生児死亡率 1 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.8 0.8 0.8 0.8 0.9

佐賀県 新生児死亡数 4 2 4 5 0 6 6 7 3 4 4

新生児死亡率 0.5 0.3 0.6 0.7 0.0 1.0 1.0 1.2 0.5 0.8 0.8

伊万里市 新生児死亡数 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 1

新生児死亡率 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.7 2.7 0.0 2.9 3.2

有田町　 新生児死亡数 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0

新生児死亡率 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 10.6 0.0 0.0

西暦

西暦
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12

平26 平27 平28 平29 平30 令1 令2 令3 令4 令5 令6

全国 佐賀県 伊万里市 有田町
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●　母　子　保　健　統　計

５．周産期死亡率の年次推移

周産期死亡数及び周産期死亡率（出産千対）

資料　佐賀県保健統計年報（人口動態統計編）
2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

町村名 データ 平26 平27 平28 平29 平30 令1 令2 令3 令4 令5 令6

全国 周産期死亡総数 4,133 3,728 3,516 3,308 2,999 2,955 2,664 2,741 2,527 2,404 2,285

周産期死亡率 4 3.7 3.6 3.5 3.3 3.4 3.2 3.4 3.3 3.3 3.3

佐賀県 周産期死亡総数 18 24 17 22 12 21 25 28 17 16 16

周産期死亡率 2.4 3.4 2.5 3.3 1.8 3.4 4.2 4.8 3.1 3.1 3.3

伊万里市 周産期死亡総数 0 1 2 4 1 1 3 2 0 1 1

周産期死亡率 0 2.1 4.1 8.5 2.3 2.5 8.0 5.4 0.0 2.9 3.2

有田町　 周産期死亡総数 0 1 0 0 0 1 1 1 1 0 0

周産期死亡率 0 6.5 0.0 0.0 0.0 8.3 8.8 9.8 10.6 0.0 0.0

西暦

0

3

6

9

12

平26 平27 平28 平29 平30 令1 令2 令3 令4 令5 令6

全国 佐賀県 伊万里市 有田町
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●　主要死因別標準化死亡比(SMR)

総　数 資料：佐賀県保健統計報告（人口動態統計編）

 99.5          103.1        102.3        57.8          91.3          92.7          101.3        121.7        91.9          135.9        93.1         

 96.4          100.1        101.3        64.8          54.8          99.1          106.6        119.1        84.7          165.1        103.4       

 97.4          113.4        100.3        64.7          56.3          101.9        113.1        108.5        83.7          158.1        103.7       

 93.9          66.3          103.9        65.0          50.9          92.0          90.0          146.0        87.2          183.3        102.8       

男　性 平成26年～令和6年

　

 101.8          87.3            106.3          100.2          122.7          84.0            100.5          115.1          94.4            137.4          102.9         

 102.6          84.2            109.0          112.7          97.3            95.6            107.8          116.3          88.2            170.1          118.9         

 102.4          83.0            107.7          125.8          105.0          98.3            112.6          106.5          87.2            162.4          122.7         

 103.2          87.0            112.4          78.6            76.6            88.7            95.3            142.1          91.1            191.1          103.4         

女　性 平成26年～令和6年

　

 99.4            127.0          99.8            38.8            79.2            101.4          103.8          134.6          90.2            138.0          76.3           

 93.4            124.9          95.5            44.0            39.6            103.7          107.7          129.3          81.2            160.3          73.6           

 95.2            155.3          94.3            38.2            38.7            106.4          115.6          116.5          80.0            153.6          65.4           

 89.0            48.7            98.4            58.6            42.0            96.9            87.9            161.4          84.2            177.3          95.4           

伊万里市

死　　因

全死因 結核
 悪性

新生物
糖尿病

 高血圧性
疾患

心疾患
 脳血管

疾患
肺炎 肝疾患 交通事故 自殺

佐賀県

管　内

有田町

死　　因

全死因 結核 悪性新生物 糖尿病
 高血圧性

疾患
心疾患

 脳血管
疾患

自殺

肺炎 肝疾患 交通事故 自殺

心疾患
 脳血管

疾患
肺炎 肝疾患 交通事故

１　主要死因別　標準化死亡比（平成26年～令和6年）

有田町

佐賀県

管内

伊万里市

有田町

佐賀県

管内

伊万里市
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●　主要死因別標準化死亡比(SMR)

総数 資料：佐賀県保健統計年表（人口動態統計編）

 75.8              100.2            91.7              136.6            98.3              95.7              108.7            119.7            120.6            107.0           

 87.9              102.0            92.7              125.8            97.8              95.1              86.4              117.1            122.4            107.2           

 93.0              98.7              91.9              115.0            92.0              93.1              93.8              103.3            120.5            109.9           

 75.0              110.5            94.7              153.1            112.4            100.2            67.4              152.5            127.3            100.5           

※子宮の悪性新生物は女子人口10万対の率。

男性 平成26年～令和6年

 83.9        106.2       91.8        137.3       100.2       104.7       73.2        128.5       105.2      

 102.5       113.9       81.2        135.7       103.2       102.5      -           143.9       109.0      

 107.0       112.7       79.5        119.9       98.9        99.9       -           151.2       111.1      

 91.0        117.0       85.5        176.7       114.3       109.4      -           124.8       103.8      

女性 平成26年～令和6年

 55.8        94.5        93.8        140.5       97.3        93.2        106.4       119.7       113.0       112.8      

 50.2        88.8        111.8       116.0       93.9        87.4        85.2        117.1       98.1        109.5      

 56.2        81.3        111.9       112.0       86.6        85.6        92.0        103.3       83.2        112.5      

 35.4        107.8       111.5       126.0       112.2       91.8        65.8        152.5       135.6       102.1      

※子宮の悪性新生物は女子人口10万対の率。
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2　悪性新生物部位別　標準化死亡比（平成26年～令和6年）
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